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①流域の概要

由良川水系
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○ 芦田川は、その源を広島県三原市大和町蔵宗（標高570m）に発し、世羅台地を貫流し、
矢多田川、御調川等の支川を合わせ、府中市に至り、その下流で神谷川、有地川、
高屋川等を合わせ、神辺平野を貫流し、さらに瀬戸川を合わせて福山市箕島町におい
て瀬戸内備後灘に注ぐ、幹川流路延長86km、流域面積860km2の一級河川である。

○ 芦田川は、古くから備後地方（広島県東部～岡山県西部）における、社会・経済・文化
に対して重要な役割を担っている。

○ 芦田川の中下流部には、中国地方4番目の人口を抱える中核都市の福山市、及び府
中市の市街地が低平地に広がり、人口・資産も集中しており、一度氾濫するとその被害
は甚大なものとなる。

○ 芦田川水系において浸水被害が発生した主な洪水は、昭和20年9月洪水（枕崎台風）、
昭和47年7月豪雨、近年では平成10年10月洪水（台風第10号）、平成30年7月豪雨など
である。中でも、平成30年7月豪雨では、基準地点山手において観測史上最高の水位
を記録し、上流部では溢水が発生したほか、下流部では支川等の氾濫や本川への排
水不良による内水氾濫が発生し、家屋等の甚大な浸水被害が発生した。

①流域の概要 ポイント 芦田川水系
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流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○ 芦田川は広島県東部に位置し、広島・岡山両県にまたがる幹川流路延長86km、流域面積860km2の一級河川である。

○ 上流域は台地、下流域は沖積平野が発達し、中国地方4番目の人口を抱える中核都市の福山市及び府中市を中心とした市街地が広がる。

○ 芦田川流域の気候は、年間を通じて日照時間が長く降水量が少ない瀬戸内式気候に属している。

○ 芦田川の中下流部にまたがる備後地方は、瀬戸内海沿岸の中核的な工業都市として発展してきた。製造業が基幹産業であり、地域経済を支えている。

流域及び氾濫域の諸元

流域面積 ：860km2

幹川流路延長 ：86km
流域内人口 ：約26.8万人
想定氾濫区域面積 ：105.9km2

想定氾濫区域内人口 ：約28.4万人
想定氾濫区域内資産額 ：約6.2兆円

流域内市町村 ：福山市、府中市、三原市、尾道市、井原市、笠岡市、

世羅町、神石高原町

流域図

出典：河川現況（H22）国土数値情報（R3）

出典：気象庁 統計期間:1981～2024年(44年間) および
「主な新平年値のデータ表（降水量）」を元に整理
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主な観光・産業

福山市は製造業が基幹産業であり、
特に鉄鋼、機械、繊維など「ものづ
くり」が地域経済を支えている。

芦田川を代表する観光地として、
江戸時代に築かれた「福山城」が
あり、博物館としても人気である。

降雨特性

芦田川流域は、降水量が少ない瀬戸内式気候に属し、降雨は梅雨・台風期に集中
年間降水量は、平均1,260㎜程度
（全国平均 の7～8割程度)

年間の降水量分布図 （平成3年～令和元年）

福山城鉄鋼

出典：福山市産業振興アクションプラン

月別平均降雨量

出典：気象庁 統計期間:1991～2020年

源流が中国山地に達しておらず降
雨量小

中国山地

源流
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芦田川水系
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源流は、
三原市大和町蔵宗
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だいわちょう くらむね

流域図と地形

○ 源流から府中市に至る上流部のうち世羅町に至る上流部は、世羅台地を緩やかに流れる平地河川の様相となり、その下流は山地河川の様相を呈す。

○ 府中市から神辺平野までの中流部は、多くの支川が合流し背後のなだらかな山々と河川沿いの平野によって盆地地形を呈し、瀬淵が交互に見られる。

○ 福山平野を流れる下流部は、流れも穏やかになり、芦田川河口堰による湛水域が広がっている。

流域の概要 流域及び氾濫域の概要

①芦田川上流域（世羅町）

②八田原ダム

③府中地点

④高屋川合流部
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⑤基準地点山手

⑥芦田川臨海部

芦田川水系

凡 例

基準地点

主要な地点

既設ダム

流 域 界

市町村界
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土地利用

流域の74％が森林であり、下流部に福山市市街地が広がっている。

流域の概要 流域の土地利用と人口

○ 流域の土地利用は、令和3年時点で森林が約74％、農地が約13％、市街地等が約9％、河川・湖沼が2％、その他2％となっており平成18年以降大きな変化はない。

○ 芦田川流域は中下流から河口にかけて芦田川にそって市街地が広がっている。河口部のゼロメートル地帯も市街地として開発されており、堤防が決壊した場合は市街
地へ被害が及ぶ。

○ 沿川市町の人口は、昭和60年（1985年）から平成17年（2005年）にかけて概ね横ばいの傾向にあるが近年は微減、世帯数は増加。

○ 沿川市町の製造品出荷額は、昭和60年（1985年）から平成27年（2015年）にかけて増加傾向にあるが、近年は微減。
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芦田川沿川市町の人口・世帯数の推移
出典：国勢調査

ゼロメートル地帯

凡 例

出典:国土数値情報土地利用細分メッシュより作成

芦田川

人口

※ゼロメートル地帯は、推定潮位の朔望平均満潮位TP+1.88m≒1.90m以下とした

芦田川水系

産業

流域の土地利用（令和3年）

芦田川沿川市町の製造品出荷額及び農業産出額の推移
出典：工業統計及び経済センサス

芦田川沿川市町：福山市、府中市、三原市、尾道市、井原市、笠岡
市、世羅町、神石高原町

芦田川沿川市町：福山市、府中市、三原市、尾道市、井原市、笠岡
市、世羅町、神石高原町
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府中市立地適正化計画

出典：福山市立地適正化計画（令和7年4月一部改定）

○ 福山市では、令和7年4月に立地適正化計画を改定している。居住誘導区域を設定する上で、市街化区域に浸水が想定されるが、福山市や国、広島県が実施す
る治水事業とソフト施策により危険度の低減が見込まれることから、浸水想定区域を居住誘導区域から除外せず、防災対策の推進に努めることとしている。

○ 府中市では、令和8年3月に立地適正化計画を改定している。居住誘導区域を設定する上で、住宅や商業地が立地している区域に浸水想定区域が存在するが、
雨水貯留施設の整備等のハード対策及び水防活動の円滑な実施等のソフト施策により危険度の低減が見込まれることから、当該区域については居住誘導区域
から除外せず、防災対策の推進に努めることとしている。

流域の概要 立地適正化計画（福山市・府中市）

出典：府中市立地適正化計画（令和8年3月改定）

福山市立地適正化計画
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居住誘導区域、居住誘導区域想定エリア図

芦田川水系

〇居住誘導区域の設定にあたって、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、地すべり防止
区域、急傾斜地崩壊危険区域等を除外している。

〇市街化区域に広がっている浸水想定区域は居住誘導区域からの除外はせずに国、県、市の治
水事業、市のソフト対策の推進により危険度の低減を見込むとしている。

〇ソフト対策として福山市地域防災計画に基づき、洪水ハザードマップなどの作成、適切な避難情
報の発令などによる事前避難、避難訓練の実施などを進めるとしている。

〇居住誘導区域の設定にあたって、急傾斜地崩壊区域、土砂災害特別警戒区域を災害の発生の
おそれがある区域として除外している。

〇府中市の居住誘導区域内（備後地区）には、浸水想定区域が存在するが、都市機能が集積して
おり居住誘導区域から除外することは現実的ではない。そこで雨水貯留等のハード対策と、水防
活動等のソフト対策により危険度の低減を見込むとしている。

〇ソフト対策として避難の呼びかけ体制の構築やハザードマップの周知など避難等における対策、
ハード対策として3ポンプ場の整備や雨水貯留施設、水路等の整備等を提示している。

居住誘導区域の設定におけるリスク区域除外の考え方
居住誘導区域の設定におけるリスク

区域除外の考え方



0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

山
手

地
点

流
量

（
m

³/
s）

年

0

50

100

150

200

250

300

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

山
手

地
点

流
域

平
均

雨
量

（
m

m
/
2
日

）

年

現行基本方針の計画対象降雨量217mm/2日

観測史上第一位
H30.7（2018年）豪雨

2,840m³/s

観測史上第一位
H30.7（2018年）豪雨

281mm/2日

基本方針策定
(H16.4（2004年）)

基本方針策定
(H16.4 （2004年）)

現行基本方針の基本高水のピーク流量3,500m³/s

○ 基準地点山手では、現行の基本方針策定以降、計画対象降雨量を上回る洪水は発生したが、基本高水のピーク流量を上回る洪水は発生していない。

○ 豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量は、経年的に大きな変化は見られない。

流域の概要 近年の降雨量・流量の状況
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山手地点豊平低渇流量山手地点年最大流量（ダム氾濫戻し流量）

出典：芦田川水系河川整備基本方針 H16.6

現行基本方針の計画規模
■計画規模 1/100
■対象降雨量 217mm/2日
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芦田川水系

※ダム氾濫戻し流量



流域の概要 主な洪水と治水計画の経緯

○ 大正8年7月洪水を契機に、大正12年から直轄改修事業を開始。概ね20年～30年に一度の頻度で大きな洪水被害を受けてきた。

○ 平成16年6月に河川整備基本方針を策定、平成20年12月に河川整備計画を策定、令和2年12月に河川整備計画（変更）を策定している。

主な洪水と治水事業

芦田川においては、過去概ね20年～30年に一度の頻度で大
きな洪水被害が発生

※表中の洪水発生の流量は、山手地点におけるダム氾濫戻し流量。 9

主な出来事（災害、計画、事業）発生年月

梅雨前線による洪水発生
（治水事業計画の契機となった洪水）

大正8年7月

芦田川の直轄改修工事開始（府中町～河口）
（神島地点：計画高水1,950m3/s）

大正12年4月

枕崎台風による洪水発生（3,200m3/s）昭和20年9月

梅雨前線による洪水発生（1,366m3/s）昭和40年7月

芦田川・高屋川が一級河川に指定される昭和42年6月

工事実施基本計画策定昭和43年2月

芦田川河口堰建設事業着手昭和44年4月

工事実施基本計画流量改訂
（神島地点：基本高水3,500m3/s、計画高水2,800m3/s）

昭和45年3月

梅雨前線による洪水発生（1,741m3/s）昭和47年7月

八田原ダム建設事業着手（実施計画調査開始）昭和48年4月

高屋川の河道整備着手（昭和51年の出水を契機）昭和51年

芦田川河口堰完成昭和56年6月

梅雨前線による洪水発生（1,719m3/s）昭和60年6月

工事実施基本計画部分改訂
（計画高水位、計画横断形、堤防高の部分改訂）

昭和63年3月

高潮対策事業着手昭和63年

工事実施基本計画部分改訂
（ダム名記載の部分改訂 上流ダム→八田原ダム）

平成6年6月

堤防耐震対策着手平成7年

八田原ダム完成平成10年4月

台風第10号による洪水発生（2,006m3/s）平成10年10月

芦田川水系河川整備基本方針策定
（山手地点：基本高水3,500m3/s、計画高水2,800m3/s）

平成16年6月

芦田川水系河川整備計画【国管理区間】策定
（山手地点：河道配分流量2,100m3/s）

平成20年12月

梅雨前線による洪水発生（2,840m3/s）平成30年7月

芦田川水系河川整備計画【大臣管理区間】（変更）策定
（山手地点：河道整備流量2,400m3/s）

令和2年12月

基準地点 山手
福山駅

府中駅

主な洪水被害

大正8年7月洪水 昭和20年9月洪水 昭和47年7月洪水

平成10年10月洪水

南小学校前の浸水状況 府中市父石町の浸水状況 府中市府中町の浸水状況

中津原付近の高水敷上の様子（本川15㎞）

大正8年7月洪水
昭和20年9月洪水
昭和47年7月洪水
平成10年10月洪水
平成30年7月洪水

高速道路
国道
鉄道
芦田川、高屋川

芦田川

高屋川

福山市

府中市

H30.7手城川流域浸水域

平成30年7月洪水

府中市父石町付近の浸水状況 福山市山手町付近の浸水状況

平成30年7月洪水

芦田川水系



○ 芦田川流域はかつては神辺平野一体に海水が入り込み、穴の海といわれた。鎌倉時代から室町時代にかけて河口に港町が栄えた(後に草戸千軒町と呼ばれる｡)

○ 江戸時代には水野勝成公により河口部の干拓が行われ、さらに洪水に備えて砂土手を築く等の治水対策が行われ、今日の芦田川の基礎がつくられた。

流域の概要 歴史的な治水の経緯

砂土手(砂堰)決壊による氾濫の流れ・城下町の建設に伴い、約252年（1619年
～1871年）の長期間にわたり、干拓事業
による造成が進められた。
・芦田川河口に近い遠浅の海岸線に注目
し、現在の川口町の南北から堤防を延ば
し、海の中に大きな囲いを作った。

神辺平野 ・芦田川流域は神辺平野一帯に海水が入
り込み穴の海といわれたが、芦田川の土
砂によって平野が形成された。

・中世（鎌倉～室町時代）には河口に港町
が栄えた（後に草戸千軒町と呼ばれる）。
・江戸時代には町として廃れたが、芦田川
の河床に全国でもまれな中世都市の遺跡
が保存されている。

出典：福山市ホームページ、歴史伝統文化

芦田川水系

神辺平野

草戸千軒
町遺跡

縄文

弥生

鎌倉

室町

江戸

明治

大正

現代

草戸千軒町遺跡

神辺平野

・江戸時代以降も洪水は流域を襲い、
大正8年に未曾有の洪水に見舞われ
た。沿川の町々は浸水し、福山市内を
舟運で交通するほどであった。

・この水害を契機に芦田川改修事業が
進められることとなった。

砂土手がない場合、氾濫が周囲に広がる

直角に南下する曲がり
角に砂土手を設置

高屋
川

砂堰高三尺と刻まれた石柱

砂土手

洪水時には砂土手で洪水を溢れさせ下流の城下町を守る

砂土手（砂堰）（福山市御幸町中津原）

・氾濫により御幸町は大きな
痛手を被っていたため、「砂
土手を高くし たい御幸町側」
と、「浸水を防ぎたい下流域
」で対立が起こった。

・そこで、妥協策として石柱
を砂土手の中央に埋め、上
部3尺（0.9m）のみを地上に
出し、そこまでは砂で土手を
築けるとした。

縄文から近世にかけての地形・都市形成 江戸時代の福山城を中心とした水野公による改修

・江戸時代のはじ め、水野
勝成は府中市から南側の山
寄せに蛇行していた芦田川
を一直線にして東に付け替
え、中津原付近で直角に南
下するよう改修を実施した。
直角に曲がる中津原には
「砂土手」が設置された。

・中津原に築かれた砂土手
は、状況に応じて切り放し、
御幸町側に氾濫水を溢れさ
せることで下流の流量を
調整していた。

・江戸時代に入り、水野勝成の入封に
伴う福山城の築城を契機に、水防工
事や灌漑の水路、飲用水道の工事な
ど治水、利水事業が講じられ、今日の
芦田川の基礎が作られた。

今も残る砂堰高三尺と刻まれた石柱
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福山城



八田原ダム芦田川河口堰

○ 洪水の流下に必要な河積の確保、塩分遡上の防止並びに工業用水の確保を目的として芦田川河口堰が昭和56年に完成した。

○ 洪水調整、流水の正常な機能の維持、都市用水の供給を目的として平成10年4月に八田原ダムが完成した。

流域の概要 戦後の治水計画・水資源開発

芦田川河口堰は、以下の3つの目的がある。
洪水の安全な流下
海水の遡上防止
工業用水の補給（福山臨海工業地帯へ170,000m3/日(1.97m3/s)供給）

八田原ダムは、以下の3つの目的がある。
洪水調節
流水の正常な機能の維持
水道用水、工業用水の供給

芦田川河口堰と河口大橋
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芦田川水系

左岸：福山市簑島
町字釣ヶ端地先
右岸：福山市水呑
町字竹ヶ端地先

位置

6.0m堤高

450.0m堤頂長

860km2流域面積

2.5km2湛水面積

5,460,000m3総貯水容量

4,960,000m3有効貯水容量

左岸：世羅郡世羅町
大字小谷字苦谷山
右岸：府中市諸毛町
字永野山

位置

84.9m堤高

325.0m堤頂長

241.6km2流域面積

2.61km2湛水面積

60,000,000m3総貯水容量

57,000,000m3有効貯水容量

戦前、戦後の洪水被害の防止や流域の開発状況等に基づき策定さ
れた工事実施基本計画に基づき、八田原ダムの計画が進められ、平
成10年4月に竣工された。

芦田川河口堰は、戦後の工業振興、人口増加などの水需要から、都市用
水確保のために複数のダムや河口堰が計画され、工事実施基本計画に
おいて、洪水に対する河積の確保と工業用水の供給を行うために調査、
検討され、昭和56年に竣工された。

流域の降雨量は少ないものの、芦田川河口堰から取水し、福山市の工業
用水を安定的に供給できることで、地域産業への貢献と、地域の発展に
繋がっている。



福山市

府中市

瀬戸川→

流域の概要 平成30年7月洪水の概要

○ 平成30年7月洪水では、7月5日から7日にかけて、芦田川流域では断続的に非常に激しい雨が降り、降り始めからの累加雨量が400mmを超過、芦田川の山手
水位観測所等において氾濫危険水位を超過し、山手水位観測所や御幸水位観測所（支川：高屋川）では観測史上最高水位を記録した。

○ 芦田川（大臣管理区間）では父石地区の一部で溢水した他、芦田川や高屋川で長時間高い水位が継続したことなどにより支川の福川(指定区間)および芦田川や
高屋川周辺では内水氾濫が発生し、広島県内で最大となる約2,000haの浸水被害が発生した。
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＜福山市の被災状況＞
浸水面積 ：約2,000ha（主に内水被害、広島県内最大）
浸水戸数 ：2,061戸（主に内水被害）

※福山市による調査（8月6日時点）

＜府中市の被災状況＞
浸水面積 ：52ha（主に内水被害）
浸水戸数 ：224戸（主に内水被害）

※府中市による調査（8月6日時点）

【溢水】
芦田川 右岸29.4k付近

【内水】福山市山手町
芦田川 右岸9.4k付近

【内水】福山市神辺町
高屋川 左岸4.8k付近

凡例
：外水(越水・溢水)
：内水

瀬戸川 西神島観測所

福川 福川観測所

芦田川水系

雨量分布図（平成30年7/5～7/6の2日間雨量）
（気象庁雨量データを参照）

芦田川流域

高梁川流域

等雨量線

▲ 雨量観測所

洪水の概要と浸水被害
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高屋川水位_御幸
芦田川水位_山手
瀬戸川水位_西神島
福川水位_福川

12:00 福川ピーク水位T.P+5.28m

1:00 山手ピーク水位T.P+7.29m

1:00 御幸ピーク水位T.P+8.95m

1:00 西神島ピーク水位T.P+6.57m福川最高水位はT.P.5.28mであり、
芦田川、瀬戸川よりも低いため、
自然排水ができない状況であった。

山手上流域平均雨量

高屋川 御幸観測所

芦田川 山手観測所

芦田川山手で、観測史上最高水位
を記録し、長時間高い水位が継続し
たことから、高屋川、瀬戸川の下流
水位も、本川と同様に長時間高い
水位を継続した。



草戸・水呑地区の河道掘削父石地区の堤防整備

○ 平成30年7月洪水において河川整備計画の目標流量を超過し、令和2年に整備計画を変更した。平成10年10月洪水、平成30年7月洪水で浸水被害のあった
土生・目崎・父石地区について築堤、引堤及び橋梁架替え、河道掘削を実施、下流域では河道掘削を実施することで流下能力を向上させた。

○ 父石地区では堤防整備・橋梁の架け替え（（新）前原大橋）等を実施し、令和6年度末に旧橋撤去が完了した。

流域の概要 平成30年7月洪水後の浸水対策①（国による対策）

芦
田
川

整備前

（旧）前原橋

整備後

■右岸側の堤防整備（築堤、引堤）を実施

■堤防整備にあわせて橋梁を架け替え

（新前原大橋を建設し、旧前原橋を撤去）

芦
田
川

堤防整備
（築堤、引堤）

（旧）前原橋⇒撤去

（新）前原大橋⇒新設

上前原吊橋

芦
田
川

草戸大橋

草戸大橋

芦
田
川

芦
田
川
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整備前

整備後

6.6ｋ

6.2ｋ

6.4ｋ

6.6ｋ

6.2ｋ

6.4ｋ

芦田川水系

はぶ めさき ちいし



内水排除・貯留の施設整備

○ 平成30年7月洪水において福山市内で甚大な浸水被害が発生したことを踏まえ、関係者（国、県、市及び水利関係者）が連携した浸水対策を実施している。

○ 福山市では、市管理河川や排水路の土砂浚渫や断面拡大の他、内水排除や貯留のための排水施設（新設・増強）や貯留施設の整備等を実施中。

流域の概要 平成30年7月洪水後の浸水対策②（福山市による対策）
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芦田川水系

瀬戸川

長和北排水機【R6完成】
（福山市）

施設整備により、
整備前の2.5倍の
排水能力に増強

排水の様子

雨水ポンプ・雨水幹線整備【整備中】 （福山市）

福川排水機場【R6完成】 （広島県）



○ 上流部は、平地河川・山地河川の様相を呈し、ネコヤナギやサワヒメスゲ等の渓谷特有の植生が生育する他、渓流域を越冬地とするオシドリ等が生息している。

○ 中流部は、盆地地形を呈しており、瀬と淵が交互に見られ、アユ、カワムツ、アカザ等が生息している。また、水際部にはキイロヤマトンボ等が生息している。

○ 下流部は、寄州や中州が発達し、流れが穏やかな場所にミナミメダカ、ナゴヤサナエ、キイロヤマトンボ等が生息している。

○ 河口堰湛水域は、流れがほとんどなく、ミナミメダカ、ヤリタナゴ等の止水域を好む魚類が多く生息し、カモ類が越冬場所や採餌場所として利用している。

○ 河口域は、干潟が存在し、ハクセンシオマネキやトビハゼ等が生息している。また、冬季はユリカモメ、ハジロカイツブリ等が越冬場所として利用している。

流域の概要 動植物の生息・生育・繁殖環境の概要

河川区分と自然環境

上流部

• 世羅台地は平地河川の様相を呈し、水田や果樹園等の農地が広がる。甲
山町に入ると山地河川の様相を呈し、早瀬や淵が連続した複雑な流れを見
せる。

• 峡谷部ではネコヤナギやサワヒメスゲ等の渓谷特有の植生が生育している
ほか、渓流域を越冬地とするオシドリ等が生息している。

• 河川内は緩流域に生息する種のほか、早瀬に生息
するアユ等も見られ、淵を利用するカワムツ等も
見られ、川底が石礫の箇所ではカゲロウ類やトビ
ケラ類が生息している。

• 河口から約43kmに位置する八田原ダム周辺には
アカマツが群生し、貴重な昆虫であるギフチョウも
生息している。

オシドリ

中流部

• 多くの支川が合流するほか、背後のなだらかな山々と河川沿いの平野によっ
て盆地地形を呈し、瀬と淵が交互に見られる。

• 水際や中州にはオギ、セイタカヨシ等に加え、サギ類の営巣場所となるヤナギ
群落が生育しているほか、カワヂシャ、ミゾコウジュ等の河川植生も見られる。
また、水際部ではキイロヤマトンボが生息している。

• 河川内は瀬や淵を利用するアユ、カワムツ、アカザ等が生息している。
• 堤内地より流れ込む水路周辺では、アマガエル、ヌマガエル等の両生類やニ

ホンカナヘビ、シマヘビ等の爬虫類が生息している。

アユ

カワヂシャ

下流部

• 堤内地の市街化が進み、高水敷は人為的な改変がされているものの、寄州や
中州にヨシ、オギ、セイタカヨシ等が生育し、オオヨシキリの営巣場所となって
いる。

• 中州周辺の流れが穏やかな場所にミナミメダカ、タモロコ、ナゴヤサナエ、キイ
ロヤマトンボなどの流速の緩やかな環境を好む種が多く生息している。また、
水際付近ではミゾコウジュ等の湿生植物が生育している。 ミナミメダカ

河口域

• 左右岸ともに大規模な干潟（砂泥質）が発達しており、瀬戸内海では減少傾向
にあるスナガニ、ハクセンシオマネキやトビハゼ等の干潟特有の種が多く生息
している。

• 冬季には水際部をユリカモメ、ハジロカイツブリ等が越冬場所として利用して
いる。

• 堤外地はまとまった植生は見られないが、アオバハゴロモ、ホシハラビロカメ
ムシ等の草地性の種が多く生息している。

トビハゼ

ユリカモメ

河口堰湛水域

• 芦田川河口堰湛水域内は流れはほとんどなく、ミナミメダカ、ヤリタナゴ等の止
水域を好む魚類が多く生息し、カモ類が越冬場所や採餌場所として利用して
いる。

• 高水敷は人工草地や人工裸地が大部分を占めている。
ヤリタナゴ
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芦田川水系



ヨシや水草等の生育する植生河岸帯を創出し、自然浄化機能による水質改善とあわせて、水生生物
等の生息環境を創出。

河道掘削に伴う浅場造成と湿地環境の保全

流域の概要 治水と環境の調和した河道整備状況

魚類等の遡上環境の改善

魚類等の遡上を阻害している横断工作物については、施設の改築時に関
係機関と協力して、遡上環境の改善に努めている。
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芦田川水系

対策前 対策後

想定される主な施策目指す姿課題

遡上阻害を引き起こしている横断工作物の
改良
⇒中流区間上流端までの遡上環境の改善
（約20kmの遡上可能範囲拡大を目指す）

大半の横断工作物が設置されていなかった昭
和20年頃の河川の縦断方向の連続性を理想
として、遡上環境の改善を図り、魚類・底生動
物が生活史を全うできる河川環境を目指す

河川の縦断方向の
連続性に係る課題

河川の連続性の確保に関する短期的な施策

芦田川河口堰は、昭和56年の完成以降、魚道の新設・改良を実施してお
り、平成13年に自然再生事業の一環で右岸に魚道を設置した。
魚道の設置・改良後、芦田川河口堰の魚道の遡上状況に関するモニタリ
ングを実施している。
魚道の設置により、シラスウナギ、アユ、ウキゴリ類などの回遊魚や、モク
ズガニ、テナガエビなどの回遊性動物が移動(遡上)している。

芦田川河口堰の魚道
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※芦田川周辺で撮影

遡上数のモニタリング結果

令和3年度調査では過去最多
のアユの遡上を確認

ウェットランド整備区間では、水生植

物群落の面積が増加

河床掘削 ウェットランド

河道掘削と浅場造成

浅場造成

浅場造成イメージ

植生河岸帯の整備 整備効果

○ 草戸・水呑地区では、良好な湿地環境を創出するため、平成27年からウェットランドの整備を進めている。今後、河道掘削に合わせて浅場を造成し、さらに植生河
岸帯を創出していくこととしており、創出した環境を保全し、自然浄化機能を維持するため、地域と連携しながらヨシの刈り取り等を実施していく。

○ 動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出のために、「芦田川に生息する魚類・底生動物が遡上・移動しやすい、連続性のある河川環境を構築する」
ことを目的とした芦田川水系自然再生計画を令和6年3月に策定し、関係者と連携して取り組んでいる。自然再生計画に基づき、遡上阻害を引き起こしている
横断工作物の改良等を行い、芦田川の縦断方向の連続性を確保し、芦田川河口堰ではアユ等の回遊魚の遡上を確認している。



流域の概要 人と河川との豊かな触れ合いの場
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芦田川水系

○ 芦田川水系は、上流部では渓谷環境や八田原ダム周辺の設備利用、中流部では瀬淵からなる河川環境の利用、下流部では芦田川かわまち広場をはじめとした
河川空間の利用、河口堰湛水域～河口域では河口堰の水面のスポーツ利用や干潟部の市民利用等、多種多様の目的で利用されている。

○ 水質は､過去に環境基準（BOD）を大きく超えていたが、国・自治体・地域住民等流域全体の水質改善の取組（ウェットランド整備含む）により、近年は環境基準に
近い値まで改善している。

河川空間の利用に関する現状

夢吊橋

ボート競技利用 トライアスロン

連続する瀬と淵

河口堰湛水域～河口域

芦田川河口堰の湛水区間では、ボート競技等の水上スポーツや高水敷を利用した福
山かわまちトライアスロン、花火大会などを開催

かわまち広場での
スケートボード

河佐峡周辺での水辺利用

河川環境学習
河川敷を活用した地域のイベント

（とんど行事）

あしだ川花火大会 芦田川河口堰

中流区間 下流区間

上流区間

上流～下流区間

上流：八田原ダム周辺の渓谷などに
多くの利用客が訪問
中流：瀬淵環境の利用や、高水敷や
設置された公園を利用してイベント
やスポ―ツを実施
下流：芦田川かわまち広場をはじめ
とした多目的広場、公園などを利用
し、環境学習も実施

芦田川の河川空間は高
水敷を中心に、散策やス
ポーツ等に利用されてい
る。

17

水質に関する現状

芦田川水系の本川・支川の水質は、過去
に環境基準(BOD)を大きく超過していたが、
高屋川浄化施設（平成13年）をはじめとし
た浄化施設や下水道処理人口普及率の
向上など国・自治体・地域住民等流域全
体の水質改善の取組により、近年では環
境基準に近い値まで改善。また、窒素・リ
ンについても減少傾向が確認されている。

近年の水質改善により、下流でR4年から
トライアスロン大会が開催されている。

府中大橋
上戸手

川北

山手橋

高屋川河川浄化施設の稼働
(平成13年4月～令和3年3月).

環境基準値
(A類型)：2.0mg/l

利用実態

出典：R6芦田川水辺現地調査
（利用実態調査） 利用場所利用形態



流域全体での水質改善の取組

【芦田川水環境改善アクションプラン】
■概要

芦田川下流の水質改善のため、流域全体で行動計画「アク
ションプラン」を進めるとともに、芦田川下流域の水際部では
、多様な水生生物の生息環境の保全整備を進める。

■目標 令和4年～令和8年
・芦田川中・上流域 ： BOD 2㎎/l 以下
・芦田川下流 ： BOD 3㎎/l 以下
・高屋川、瀬戸川 ： BOD 3㎎/l 以下

河川における水質改善の取組

瀬戸川 接触酸化方式の河川浄化施設

<ウェットランドの機能>
有機汚濁物の分解、硝化・
脱窒による窒素分の除去

汚濁物を吸収

汚濁物を吸収

流下方向

汚濁物のろ過
・沈殿

芦田川河口堰の弾力的放流
（湛水した水の入れ替え）

芦田川下流 植生浄化施設

流域の概要 河川における水質浄化の取組 芦田川水系
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○ 芦田川水系の水質改善については、平成8年に芦田川水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンス）が策定され、河川管理者、下水道事業者のみならず住民や
関係機関が具体的な行動計画を掲げ水環境改善を推進してきた。これらにより、中上流部で水質環境基準を達成するなど水質は改善傾向にある。

○ 現在は、第Ⅱ期芦田川水環境改善アクションプランに基づき、関係する各機関が協力して総合的な水質改善施策（流域対策、下水道事業、河川事業、河川体験
活動、広報・啓発活動）を実施している。

○ 河川においては芦田川河口堰の弾力的放流や植生浄化施設の整備、瀬戸川の河川浄化施設の整備等に取り組んでいる。
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流域の概要 福山市との連携による水辺の整備、利活用の取組

隣接する福山市総合体育館の利用者数推移水辺整備前後の利用者数の推移

福山市総合体育館との一体的な利活用により、スポーツ、レクリエーション拠点と
して地域活性化に貢献している

かわまちづくりの推進

かわとまちの一体的利活用
による賑わい増加
かわとまちの一体的利活用
による賑わい増加

都市・地域再生等利用区域

水呑大橋水呑大橋 エフピコアリーナふくやま
（福山市総合体育館）

トライアスロン競技への利用トライアスロン競技への利用

千代田地区かわまちづくりとして、高水敷整正、階段護岸・スロープの整備、河川管理用通路や自転車歩行者用通路を整備。
福山市が地域と連携して河川空間のオープン化に継続的に取り組むことで地域のエリア価値の向上等が見込まれることから当該区域を都市・地域再生等利用区域として指定（令和4年2月）。

イベント開催数水辺整備前後の利用者数の推移
※毎日曜日調査時に確認された人数（瞬間値）の平均

福山市ホームページより引用

エフピコアリーナふくやま
（福山市総合体育館）

福山市との一体的な整備により利便性・安全性が向上し、利用者・開催イベントが増加している
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芦田川水系

P2
利用者数の推移

スケートボードパーク
（中級者）
スケートボードパーク
（中級者）

階段護岸の上下流に
捨石を設置

都市・地域再生等利用区域運営の事業スキーム
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トライアスロントレーニング
キャンプの実施
トライアスロントレーニング
キャンプの実施

○ 芦田川では、国と福山市が連携して、千代田地区かわまちづくりに取り組んでおり、福山市が整備した総合体育館に隣接する河川敷に総合体育館と一体的に利
活用できる親水広場を令和2年3月に整備した。

○ 国が、高水敷整正、階段護岸・スロープ、河川管理用通路や捨て石による生物の生息空間の創出を行い、福山市が、スケートボードパーク、トイレ、照明施設、自
転車歩行者用通路などの整備を行った。

○ また、当該地域を都市・地域再生等利用区域として指定し、占用主体である福山市が使用契約を結んだ千代田地区かわまちづくり官民連携プラットフォームによ
り、営利活動も含めたｲﾍﾞﾝﾄが開催されている。近年の水質改善により、トライアスロン大会も開催されている。



地域住民・企業との連携

環境学習

水辺の学び舎川の健康診断

芦田川見る視る館での地域連携

河川汚濁の主な要因である生活雑排水の削減対策を目指して、市民、事業者、環
境団体、行政等が連携した芦田川環境マネジメントセンターが平成16年に設立され、
水質改善にむけて「河川の健康診断」や「水辺の学び舎」、「流域社会実験」などの取
組を行っている。

芦田川の良好な河川環境を保全・再生する
ために、地域団体や企業、福山市、まちづくり
協議会などとともに清掃活動などの河川愛護
活動を実施している。

河川愛護活動

有志の市民（芦活部）による清掃活動

○ 芦田川流域では、河川協力団体として「伊尾小谷地区コミュニティづくり推進協議会」が登録され、希少種の生息環境の保全などに取り組んでいる。また、芦田川
見る視る館や芦田川環境マネジメントセンターなどの施設を軸に、河川管理者、流域住民及び地元企業が共同で、水質浄化、防災、河川清掃、環境学習など多
様な側面で連携した取組を実施している。

流域の概要 河川協力団体等の活動

地元企業が主催した防災イベントに参加した防災普及活動（令和6年10月17、18日）

JFEスチール西日本製鉄所福山が主催した「みんなの防災体験＆展示会」に参加し
浸水体験が出来るVRや降雨体験機を使用し、防災の「自分事化」を考えてもらうきっ
かけを広めるなどの活動も実施している。

河川環境学習として、沿川の小・中学校を対
象に水質調査（パックテスト）や水生生物調査
を実施し、河川美化の啓発活動を実施してい
る。

小学生を対象とした環境学習

「芦田川見る視る館」において、水質浄化事
業の必要性や役割等の環境に関する内容を
、地域の小学生をはじめ多くの地域関係者に
説明している。
直近5年間（R2～R6年度）における「芦田川見
る視る館」の来館者は平均782人。

水生生物調査 20

芦田川水系

河川協力団体の取組

芦田川水系芦田川の小谷地区において、河
川協力団体である「伊尾小谷地区コミュニティ
づくり推進協議会」が重要種であるギフチョウ
とその産卵場と幼虫の餌となるミヤコアオイの
生息域における環境保全を行っている。

ミヤコアオイの補植



流域の概要 水利用と過去の主な渇水

河川水の利用状況
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芦田川水系

中津原取水堰

芦田川河口堰

凡 例

基準地点

主要な地点

既設ダム

流域界

市町村界

河川

工業用水道送水管

水道用水給水区域

頭首工（農業用水）

取水堰（工業用水）

福山市水道事業
給水人口：約44.6万人

府中市水道事業
給水人口：約3.1万人八田原ダム（H10完成）

利水容量：23,000千m3

芦田川における利水補給施設として、県の三川ダムに始まり国の八田原ダム及び
芦田川河口堰等が整備され、府中市及び福山市の合計47.7万人に上水が、工業
用水道が11万3千m3/日供給されている。

発電用水としては、中国電力管理1箇所、農業組合管理2箇所の発電所で最大出
力12,908kWの発電が行われている。

福山市工業用水道
供給量：11万3千m３/日

三川ダム農業用水
受益面積：446.9ha

渇水の発生状況

八田原ダムの渇水状況
（令和5年12月）

令和5年から6年にかけての渇水

芦田川水系では、昭和43年から平成8年の間に15回の取水制限が発生しており、県管
理の三川ダムにより渇水時の対応が行われてきた。国管理の八田原ダムが平成10年4
月に竣工した以降は、発生頻度が低減したものの、その後も令和6年までの間に7回の
取水制限が発生した。

令和5年は8月からの少
雨傾向により、三川ダム・
八田原ダムの貯水容量
が低減したことを踏まえ、
渇水対応タイムラインに
基づき産業や生活に影
響を与えないことを念頭
に工業用水と農業用水に
対して令和5年12月31日
から令和6年3月27日まで
20％程度の取水制限を
実施した。

利水補給範囲図 芦田川河口堰

○ 芦田川の水は、福山市、府中市の上水道、福山市の工業用水、農業、中国電力による水力発電等に利用されている。

○ 工業用水は八田原ダムや三川ダムで貯留した水を、下流の芦田川河口堰から取水され、福山臨海工業地帯へ供給されている。

○ 令和5年度末には渇水によりダムの水位が低下し、工業用水と農業用水の２０％の取水制限が発生した。

芦田川の取水量
（芦田川（指定区間外区間））



②基本高水のピーク流量の検討
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○ 気候変動による降雨量増大を考慮した基本高水のピーク流量を検討。

○ 氾濫域の中で資産が集中している福山市街部等、主要な防御対象区域に位置する
山手地点を基準地点として踏襲。

○ 対象降雨量については、現行計画の計画規模1/100を踏襲し、降雨量変化倍率1.1倍を
乗ずる。

○ 雨量標本の時間雨量への変更を踏まえ、降雨継続時間を2日から15時間に見直し。

○ 気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を
用いた検討、既往最大洪水からの検討を総合的に判断し、基準地点山手において、
基本高水のピーク流量を3,500m3/sから4,200m3/sへ変更。

②基本高水のピーク流量の検討 ポイント
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芦田川水系
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3,161m3/s

■芦田川水系工事実施基本計画（昭和45年改訂）

○計画降雨継続時間は、実績降雨の継続時間等
を考慮して2日を採用。T7～S42の各年最大2日
雨量を確率処理し1/100確率規模の計画対象
降雨量を神島地点217mm/2日と設定。

○基本高水のピーク流量は、計画対象降雨量の
5降雨波形を対象とした貯留関数法による流出
計算結果から、基準地点において、最大値とな
る波形（S40.7型降雨波形）での流出量より、神
島地点で3,500m3/sに決定。

○計画高水流量は、2,800m3/sに決定。

○ 計画策定時までに得られた実績洪水等を考慮し
て、基本高水のピーク流量を設定。

工事実施基本計画 河川整備基本方針

○ 工実策定以降、計画を変更するような大きな出水は発生しておら
ず、流量確率による検証、既往洪水との比較等を踏まえ、基本高水
のピーク流量を3,500m3/sと設定。

○工実の基準地点神島（8.1k）は、芦田川河口堰完成後に堰の湛水
区間となり、流量観測等に支障が生じたことから、基本方針で1.2km
上流の山手地点(9.3k)に変更。

気候変動による降雨量の増加を
踏まえた河川整備基本方針の変更

○平成22年までの降雨データについて確率
統計解析を行い、降雨量変化倍率を考慮
して、対象降雨量を設定、過去の主要洪
水の波形を活用して、基本高水のピーク流
量を見直し。

■芦田川水系河川整備基本方針（平成16年策定）

○ 既定計画策定後の水理、水文データの蓄積等を踏まえ、降雨デー
タの確率統計解析を実施し、1/100確率規模の対象降雨量を
217mm/2日と決定。

○ 基本高水のピーク流量について、過去の8降雨波形から最大が
3,500m3/s （H10.10型降雨波形）となった。

○ 流量確率、既往洪水の観点から検証を行い、基準地点山手の基
本高水のピーク流量3,500m3/sは妥当であると判断。

○ 計画高水流量は、2,800m3/sに決定。

■芦田川水系河川整備基本方針変更案

○ 計画規模1/100を踏襲、対象降雨量は降
雨継続時間を15時間に見直し、昭和35年
～平成22年（51年間）の降雨データについ
て確率統計解析を行い、降雨量変化倍率を
乗じて190mm/15hと設定。

○ 過去の主要洪水から、著しい引き伸ばし
となる3洪水を除いた8洪水で検討、最大
が 平 成 10年10月洪水型で 山 手 地点
4,169m3/s≒4,200m3/sとなった。

○ 工事実施基本計画における基本高水のピーク流量は、限られた雨量、流量データ、実績洪水等を考慮して設定。

○ 現行河川整備基本方針では、流量確率による検証、既往洪水からの検証により、基準地点山手の基本高水のピーク流量を3,500m3/sとした。

工事実施基本計画、河川整備基本方針における基本高水のピーク流量の設定の考え方
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基準地点

出典：第12回河川整備基本方針検討小委員会資料

【工事実施基本計画】

基本高水ピーク流量の検証

芦田川水系
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5mm/h以上の継続時間 10mm/h以上の継続時間

洪水到達時間
Tp (h)

有効降雨強度
(mm/h)

洪水到達時間
Tp (h)

1 S35.07.08 11.0 10.5 9.2

2 S37.07.05 15.0 7.1 10.6
3 S40.07.23 20.0 6.4 11.0

4 S45.08.21 10.0 12.7 8.6
5 S47.07.11 21.0 5.5 11.6

6 S50.08.18 13.0 11.2 9.0
7 S60.06.25 6.0 9.9 9.4

8 S60.06.28 17.0 6.5 10.9
9 H10.10.18 40.0 4.1 12.9

10 H22.07.13 12.0 6.3 11.1
11 H30.07.05 11.0 13.9 8.4

平均 16.0 平均 10.3

最大 40.0 最大 12.9
最小 6.0 最小 8.4

No 洪水名

Kinematic Wave法 角屋の式

■Kinematic Wave法による洪水到達時間は6.0～40.0時間（平均16.0時間）と推定
■角屋の式による洪水到達時間は8.4～12.9時間（平均10.3時間）と推定

Kinematic Wave法及び角屋の式による洪水到達時間の検討

Kinematic Wave法:矩形斜面上の表面流にKinematic Wave理論を適用して洪水到達時間を導く手法。
実績のハイエトとハイドロを用いて、ピーク流量生起時刻以前の雨量がピーク流量生起時刻(tp)の雨量
と同じになる時刻(τp)によりTp= tp- τpとして推定

角屋の式：Kinematic Wave理論の洪水到達時間を表す式に、河道長と地形則を考慮した式

0.22 -0.35Tp＝CA ・re

Tp :洪水到達時間(min)
A :流域面積(km2)
re :時間当たり雨量(mm/h)
C :流域特性を表す係数

丘陵山林地流域 C=290
放牧地・ゴルフ場 C=190～210
粗造成宅地 C=90～120
市街化地域 C=60～90

Tp ：洪水到達時間
τp ：ピーク流量が発生する特性曲線の

上流端での出発時刻
tp ：その特性曲線の下流端への到達時刻
re ：τp～tp間の平均有効降雨強度
qp ：ピーク流量

強度の強い降雨の継続時間の検討

■ピーク流量と短時間雨量との相関は、12時間以上で高い傾向

山手地点ピーク流量と短時間雨量との相関

■実績雨量から必要な降雨継続時間は、5mm以上の継続時間で平均6時間、10mm以上の継続時間で平
均4時間となり、概ね15時間でカバーできる

○ 計画対象降雨の継続時間は、山手地点ピーク流量が1,000m3/s以上の11洪水の洪水到達時間や強度の強い降雨の継続時間等から、総合的に判断した結果、
現行の基本方針：2日から、時間雨量にもとづく降雨継続時間：15時間に見直した。
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基本高水の設定 対象降雨の継続時間の設定

※基準地点山手における年最大流量の大きい主要洪水を対象

6.6時間

4.1時間

※基準地点山手における年最大流量の大きい主要洪水を対象

芦田川水系
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定義①：ピーク流量生起時刻前で最大となる短時間雨量

定義②：ピーク流量生起時刻から遡る短時間雨量

※基準地点山手における年最大流量の大きい主要洪水を対象

相関性が高い降雨継続時間
（12時間～48時間）
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計画対象降雨の降雨量 【参考】近年降雨の気候変動の影響等の確認

【考え方】
近年降雨の気候変動の影響等の確認として、「非定常状態の検定：

Mann-Kendall検定等」を行った上で、非定常性が確認されない場合は、

最新年までデータを延伸し、非定常性が確認された場合は「非定常性が

現れる前までのデータ延伸」にとどめ、定常の水文統計解析による確率

雨量の算定等もあわせて実施。

○ Mann-Kendall検定（定常／非定常性を確認）

昭和35年～平成22年及び雨量データを１年ずつ追加し、令和６年までの
データを対象とした検定結果を確認。

⇒データを令和6年まで延伸しても、非定常性が確認されないため、最新
年（令和6年）までデータ延伸を実施。

○ 近年降雨までデータ延伸を実施

定常性が確認できる令和6年まで時間雨量データを延伸し、水文解析に
一般的に用いられる確率分布モデルによる1/100確率雨量から、適合度
の基準※1を満足し、安定性の良好※2な確率分布モデルを用いて1/100確
率雨量を算定。

⇒令和6年までの雨量データを用いた場合の年超過確率1/100雨量は、
175.4㎜/15hとなり、データ延伸による確率雨量は対象降雨の降雨量と
大きな差がないことを確認。

【考え方】
芦田川水系において本格的な時間雨量観測が開始されたのは昭和35年以降であること、降雨量変化倍率の算定に用い
ている過去実験の期間が平成22年までであることから昭和35年～平成22年（N=51）までの雨量標本を用い、定常の水文
統計解析により確率雨量を算定し、これに降雨量変化倍率を乗じた値を計画対象降雨の降雨量とする。

○ 降雨量変化倍率の算定に用いている過去実験の期間が平成22年までであることを踏まえ、時間雨量データの存在
する昭和35年～平成22年の最大15時間雨量を対象に、確率分布モデルによる１/100年確率雨量を算定。

○ 適合度基準※1を満足し、安定性の良好※2な確率分布モデルの、Gumbel分布を採用 ※1：SLSC≦0.04

※2：Jackknife推定誤差が最小

対象降雨の降雨量（山手地点 年超過確率1/100）

172 mm/15h雨量1.0倍

190 mm/15h雨量1.1倍

○ 既定計画策定時と流域の重要度等に大きな変化がないことから、計画規模は基準地点山手1/100を踏襲。

○ 計画規模の年超過確率1/100の降雨量171.9mm/15hに、降雨量変化倍率1.1倍を乗じて、190mm/15hを対象降雨の降雨量と設定。

基本高水の設定 対象降雨の降雨量の設定
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工実策定S45

SLSC
確率1/100
15時間雨量

(mm)

Jacknife
推定誤差
（1/100)

指数分布 Exp 0.063 192.4 13.5

グンベル分布 Gumbel 0.029 171.9 11.3

平方根指数型最大値分布 SqrtEt 0.054 214.4 17.4

一般極値分布 Gev 0.030 154.0 16.3

対数ピアソンⅢ型分布（実数空間法） LP3Rs 0.026 154.1 15.9

対数ピアソンⅢ型分布（対数空間法） LogP3 0.026 153.1 15.6

岩井法 Iwai 0.025 161.5 14.2

石原・高瀬法 IshiTaka 0.024 158.3 14.9

対数正規分布3母数クォンタイル法 LN3Q 0.024 156.4 15.1

対数正規分布3母数（SladeⅡ） LN3PM 0.024 158.1 14.7
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対数正規分布2母数(SladeⅠ、積率法） LN2PM － － －

■：SLSCが0.04以下の手法のうち、Jacknife推定誤差が最小の手法

基準地点：山手

対数正規
分布型

確率分布 計算方法

極値
分布型

ガンマ
分布型

芦田川水系

雨
量

（
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m
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5h
）

171.9×1.1＝189.1⇒190



棄却理由
基本高水

ピーク流量
(m

3
/s)

拡大率
気候変動後
1/100雨量

（mm）

15時間雨量
(mm)

洪水

2,4761.322190143.7S35.07.08

3,3721.798190105.7S37.07.05

3,2921.628190116.7S40.07.23

時間分布2,7771.447190131.4S45.08.21

時間分布4,1061.759190108.1S47.07.11

2,3421.170190162.3S50.08.18

3,0011.431190132.8S60.06.25

2,6301.779190106.8S60.06.28

4,1691.540190123.4H10.10.18

時間分布4,3492.17219087.5H22.07.13

3,4140.953190199.4H30.07.06
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氾濫注意相当流量以上
880m3/s

拡大率２倍以下

雨量データによる確率からの検討

棄却判定及び流出計算結果

基本高水の設定 主要降雨波形群の設定

：拡大後雨量の確率評価が棄却基準を超過しているため 棄却

基準地点山手におけるピーク流量と流域平均雨量の関係

芦田川水系
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S35.7.8洪水 S37.3.5洪水

S40.7.23洪水 S50.8.18洪水

S60.6.25洪水 S60.6.28洪水

H10.10.18洪水 H30.7.6洪水

2,476m3/s

3,372m3/s

3,292m3/s

2,342m3/s

3,001m3/s
2,630m3/s

4,169m3/s

3,414m3/s

○ 基準地点山手における実績流量（ダム氾濫戻し）が氾濫注意水位相当流量以上の上位10洪水と、拡大率が2倍以下の雨量上位10洪水を選定した。

○ 選定した洪水について、年超過確率1/100の15時間雨量190mm/15hとなるように引き伸ばし（引き縮め）降雨波形を作成し、流出量を算出すると基準地点山手
におけるピーク流量は、2,342～4,169m3/sとなる。

○ 短時間※あるいは小流域の降雨が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500以上）となっている洪水については棄却した。
※短時間：対象降雨の降雨継続時間の1/2である8時間、洪水到達時間の1/2である6時間



山手地点
ピーク流量

(m3/s)
拡大率

気候変動後
1/100雨量

（mm）

山手上流域
15時間雨量

(mm)
洪水名

過去実験

4,3441.043
190

182.2m002：20040909

2,6450.981193.7m007：19810709

将来実験

3,6231.001

190

189.8CC_m101：20650704

2,8591.009188.4CC_m101：20710826

4,5751.003189.4CC_m105：20820626

1,9431.080176.0HA_m101：20800704

3,3490.990191.9MI_m105：20700716

4,5740.983193.3MP_m101：20800830

3,5220.992191.5MP_m101：20800903

3,6210.992191.6MR_m105：20610708

基本高水の設定 アンサンブル予測降雨波形の抽出

アンサンブル予測降雨波形データを用いた検討
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将来実験

190mm/15hの±10％の範囲

アンサンブル予測降雨波形の違
いによる流量の幅

計画規模の降雨量
×1.1=190mm/15h

ｄ２ＰＤＦ(将来360年、現在360年)の年最

大雨量標本(360年)の流出量を算出

著しい引き伸ばし等によって降雨波形を

歪めることがないよう、対象降雨の降雨

量近傍の洪水を抽出

○ アンサンブル予測降雨から求めた現在気候及び将来気候の年最大流域平均雨量標本から、基準地点山手における対象降雨の降雨量190mm/15hに近い10洪
水を抽出した。抽出した洪水は、中央集中や二山波形など、様々な降雨波形が含まれていることを確認した。

○ 抽出した降雨波形について、気候変動を考慮した年超過確率1/100の15時間雨量190mmまで引き伸ばし又は引き縮め、流出量を算出した。

※基準地点山手における対象降雨の降雨量190mm/15hに近く、かつ様々な降雨波形が含まれている10洪水を抽出
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最小

最大

3,621m3/s3,522m3/s

4,574m3/s

3,349m3/s

1,943m3/s

4,575m3/s

2,859m3/s

3,623m3/s

2,645m3/s

4,344m3/s



S35.7.8 143.7 1.322 2,476 4

S37.7.5 105.7 1.798 3,382 3

S40.7.23 116.7 1.628 3,292 4

S45.8.21 131.4 1.447 2,777 4

S47.7.11 108.0 1.759 4,106 4

S50.8.18 162.3 1.170 2,342 4

S60.6.25 132.8 1.431 3,001 3

S60.6.28 106.8 1.779 2,630 4

H10.10.18 123.4 1.540 4,169 4

H22.7.13 87.5 2.172 4,349 4

H30.7.5 199.4 0.953 3,414 3

MP_m101：20800903 191.0 0.992 3,522 1

MR_m105：20760915 179.8 1.057 2,140 2

山手地点

基本高水

ピーク流量

（m
3
/s）

クラスター

No.

190

クラスター分析により主要降雨波形群に不足する降雨波形

190

洪水名

山手地点上流域

実績雨量

（mm/15h）

計画雨量

（mm/15h）

拡大率

0% 0%
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73%

4%

12%

46%

38%
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44%

37%
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クラスターNo.1

【下流部多雨型】

クラスターNo.2

河口域多雨型】

クラスターNo.3

【均質降雨型】

クラスターNo.4

【上流域多雨型】

出
現
頻
度

(%
)

実績洪水
過去実験
将来実験

上流域

中流域

下流域

河口域

基準地点：山手

主要な地点：府中

流域分割図（４流域）

上流域

中流域

下流域

河口域

基準地点：山手

主要な地点：府中

上流域

中流域

下流域

河口域

基準地点：山手

主要な地点：府中

クラスターNo.2【河口域多雨型】

クラスターNo.4【上流域多雨型】

上流域

中流域

下流域

河口域

基準地点：山手

主要な地点：府中

上流域

中流域

下流域

河口域

基準地点：山手

主要な地点：府中

クラスターNo.1【下流部多雨型】

クラスターNo.3【均質降雨型】

空間クラスター分析による主要降雨波形群に不足する地域分布の降雨パターンの確認

・クラスターNo.1、2の出現頻度は低い

棄却洪水

○ 基本高水の設定に用いる計画対象の降雨波形群は、対象流域において大規模洪水が生起し得る様々なパターンの降雨波形等を考慮する必要がある。

○ これまでは、実際に生じた降雨波形のみを計画対象の降雨波形としてきたが、気候変動等による降雨特性の変化によって、追加すべき降雨波形がないかを確
認するため、アンサンブル将来予測降雨波形を用いて、空間分布のクラスター分析を行い、将来発生頻度が高まるものの、計画対象の実績降雨波形が含まれ
ていないクラスター分析による確認を実施。

○ その結果、主要洪水波形はクラスター3、4と評価され、主要洪水波形に含まれないクラスター1（下流部多雨型）およびクラスター2（河口域多雨型）に該当する降
雨波形を、将来実験アンサンブル予測から抽出。

基本高水の設定 主要降雨波形群に不足する降雨パターンの確認
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芦田川水系

寄与率

0.7未満

0.7～0.9

0.9～1.1

1.1～1.3

1.3以上
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②【降雨量変化倍率考慮】
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確率からの検討

③アンサンブル

予測降雨波形を

用いた検討

④既往洪水

からの検討

0

20

40

60

80

1000

1000

2000

3000

4000

5000

10/15 10:00 10/15 22:00 10/16 10:00 10/16 22:00 10/17 10:00 10/17 22:00 10/18 10:00 10/18 22:00 10/19 10:00

雨
量

（
㎜

）

流
量
（

m
3 /
s）

新たに設定する基本高水のピーク流量

引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるH10.10波形

基本高水のピーク流量の設定に係る総合的判断

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いた主要降雨波形群

○ 気候変動による外力の増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を用いた検討、既往洪水から
の検討により総合的に判断した結果、芦田川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点山手において4,200m3/sと設定。

総合的判断による基本高水のピーク流量の設定

【凡例】

②雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率（2℃上昇時の降雨量変化倍率1.1倍）を考慮した検討

×：短時間・小流域において著しい引き伸ばしとなっている降雨

：棄却された洪水（×）のうち、アンサンブル予測降雨波形（過去実験・将来予測）の時空間分布から見て

生起し難いとは言えないと判断された洪水

③アンサンブル予測降雨波形を用いた検討

気候変動予測モデルによる現在気候（1980年～2010年）及び将来気候（2℃上昇）のアンサンブル降雨波形

：計画対象降雨の降雨量（190mm/15h）の±10％に含まれる洪水

：過去の実績降雨（主要降雨波形群）には含まれていない降雨パターン

④既往洪水からの検討：既往最大洪水（昭和20年9月）の推定流量、平成30年7月洪水の実績流量

クラスター
番号※

棄却判定山手地点
ピーク流量

(m
3
/s)

拡大率
計画降雨量

1.1倍
（mm）

山手15時間雨量
(mm)

洪水

時間分布地域分布

42,4761.322190143.7S35.07.081

33,3721.798190105.7S37.07.052

43,2921.628190116.7S40.07.233

4×2,7771.447190131.4S45.08.214

4×4,1061.759190108.1S47.07.115

42,3421.170190162.3S50.08.186

33,0011.431190132.8S60.06.257

42,6301.779190106.8S60.06.288

44,1691.540190123.4H10.10.189

4×4,3492.17219087.5H22.07.1310

33,4140.953190199.4H30.07.0611

※1：下流部多雨型、２：河口域多雨型、３：均質降雨型、４：上流域多雨型
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芦田川水系

4,169m3/s

新たに設定する
基本高水のピーク流量
4,200m3/s

H30.7洪水実績

S20.9洪水推定3,500

2,342

4,169

2,777

4,349

2,777

4,349

1,943

4,575

約3,200

約2,900



③計画高水流量の検討
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③計画高水流量の検討 ポイント
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芦田川水系

○ 気候変動による降雨量の増加に対応するため、流域治水の視点も踏まえ、流域全体を
俯瞰した上で本・支川での貯留・遊水機能の確保等を幅広く検討。

○ 河道配分流量について、主要な地点府中の上流付近は、流下能力が不足する狭窄部
となっており、山地、JR、国道、家屋等が密集しており、それらに影響を与えない範囲で
の引堤や河床の切り下げを実施した場合に、河道配分流量を現行の1,800m3/s （基準
地点山手では2,900m3/s相当）より増大させることは困難であることを確認した。

○ 既存ダムの有効活用により、1,300m3/sの洪水調節が可能であることを確認。

○ 以上から、基準地点山手において基本高水のピーク流量4,200m3/sの内、流域内の洪
水調節施設等により1,300m3/sを調節して、河道への配分流量を2,900m3/sとする。



藤尾ダム

四川ダム

服部大池

山田川ダム

八田原ダム

御調ダム

野間川ダム

京丸ダム

神田大池

三川ダム

山手

有地川

宇津戸川
芦田川

山田川

世羅町

尾道市

府中市

福山市

笠岡市

神石高原町

井原市

○ 計画高水流量（河道配分流量、洪水調節流量）の検討、設定にあたっては、流域治水の視点も踏まえ、流域全体を俯瞰した保水・貯留・遊水機能の確保など幅
広く検討を実施するとともに、河道配分流量の増大の可能性の検討も図り、技術的な可能性、河川環境・河川利用や地域社会への影響等を総合的に勘案し、
計画高水流量を設定。

河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方

33

[中・下流部]

・ 地域社会や河川環境・河川利用への影響等を踏まえて
河道配分流量の増大の可能性を検討。

・ 支川を含めて沿川の土地利用を踏まえた新たな貯留・
遊水機能の確保等の可能性を検討。

芦田川水系

府中

川井谷調整池

[上流部]

・ 既存ダムの有効活用や、支川を含めて沿川
の土地利用を踏まえた新たな貯留・遊水機能
の確保等の可能性を検討。
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◆計算条件
・手法：準二次元不等流計算
・河道：現況、基本方針河道
・流量：1800m3/s
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水位縦断図

芦田川水系

国道・JR福塩線が隣接
⇒拡幅困難

下前原橋

29.0k

横断図（下前原橋)

父石地区：28.4k付近

芦田川

国道486号JR福塩線

父石地区(府中地点上流)

○ 平成30年7月洪水を受けて、築堤や橋梁架替え等を行った主要な地点府中の上流付近は、流下能力が不足する狭窄部となっており、山地、JR、国道、家屋等
が密集している。それらに影響を与えない範囲での引堤や河床の切り下げを実施した場合も河道配分流量を現行の1,800m3/s（基準地点山手では2,900m3/s相
当）より増大させることは困難であることを確認した。

○ また、狭窄部を拡げることは下流の市街地部等のリスクの増大に繋がることから、河道配分流量を増加することは 適切ではないことを確認した。
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計算水位 現況河道（R5測量）

現況河道（R5測量）平均河床高

現況河道（R5測量）最深河床高

計画堤防高

● 現況河道（R5測量）堤防高（左岸）

〇 現況河道（R5測量）堤防高（右岸）

掘削高 基本方針河道（変更）

8.0ｋ

高水敷利用状況

8.0k
7.0k

芦田川

瀬戸川

草戸千軒町遺跡

高水敷掘削を実施堤防防護ライン

JR在来線

JR新幹線

神島橋

○ 基準地点山手を含む下流部の河道配分流量増大の可能性を検討した。

○ 引堤による断面確保は、両岸に家屋等が密集しているため、社会的影響が大きく困難。

○ 河川利用を考慮した高水敷掘削及び 7.2～7.6k付近の中州に位置する歴史的に貴重な遺跡である草戸千軒町遺跡の保全、及び既設橋梁への影響を考慮した
河道掘削により断面を設定したところ、当該区間では河道配分流量を現行方針の2,800m3/sから2,900m3/sに増大可能であることを確認した。

芦田川水系

出典：広島県立歴史博物館令和6年
草戸千軒町遺跡調査研究報告
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横断図（神島橋)
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現況河道_R5 現行：基本方針河道 変更：基本方針河道
堤防防護

ライン 高水敷を掘削し、
必要となる河積を確保

神島橋の
橋脚

2.0m以上の
根入れを確保



はったばら

八田原ダム
みつぎ

御調ダム

しかわ

四川ダム

やまだがわ

山田川ダム

のまがわ

野間川ダム

ふじお

藤尾ダム

かわいだに

川井谷調整池

洪水調節施設等 既存ダムの概要と治水協定

芦田川流域の治水ダム
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事前放流
による

洪水調節
可能容量※

（千m³）

洪水調節
容量

（千m³）

有効貯水
容量

（千m³）
管理者目的名称

25,10534,00057,000中国地方整備局ＦＮ八田原ダム

2103,6004,500広島県ＦＮ御調ダム

2811,0001,550広島県ＦＮ四川ダム

20.7460590広島県ＦＮ Ｗ山田川ダム

4.7194494広島県ＦＮ Ｗ野間川ダム

1,095-12,307広島県ＡＷＩ三川ダム

5500810福山市ＦＡ藤尾ダム

33-432中国四国農政局Ａ京丸ダム

0-503三原市Ａ神田大池

0-650福山市Ａ服部大池

47-47福山市Ｆ川井谷調整池

※ 治水協定で位置付けられた洪水調節に利用可能な容量

○ 芦田川水系の11ダムについて、有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう事前放流の実施等に関して、河川管理者、ダム管理者及び関係利水者に
おいて令和2年（2020年）5月に治水協定を締結した。

既存ダム位置図

四川ダム

服部大池

藤尾ダム

川井谷調整池

山田川ダム

三川ダム

八田原ダム

京丸ダム

野間川ダム

御調ダム

神田大池

山手

府中

既存ダム位置図

芦田川水系

芦田川水系治水協定締結ダム一覧



洪水調節施設等 事前放流の効果

37

○ 事前放流で治水協定に基づく洪水調節可能容量（水系全ての治水協定締結ダムを対象）を活用した洪水調節について、流量低減効果を試算した。

○ 基準地点山手における事前放流の効果は、洪水波形によって1m3/s～約12m3/sであることを確認した。

低減効果
（m3/s）

事前放流あり
（m3/s）

事前放流なし
（m3/s）洪水年月日No.

51,9341,939S35.07.081

52,7122,717S37.07.052

122,4832,495S40.07.233

41,8361,840S50.08.184

32,6422,645S60.06.255

112,0442,055S60.06.286

13,2333,234H10.10.187

12,9262,927H30.07.068

基準地点山手に対する事前放流の効果

芦田川水系
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S40.7.23洪水ハイドロ（基準地点山手）

H10.10.18洪水ハイドロ図（基準地点山手）

2,495m3/s
2,483m3/s

3,234m3/s
3,233m3/s



藤尾ダム

四川ダム

服部大池

山田川ダム

八田原ダム

御調ダム

野間川ダム

京丸ダム

神田大池

三川ダム

山手

有地川

宇津戸川
芦田川

山田川

世羅町

尾道市

府中市

福山市

笠岡市

神石高原町

井原市

洪水調節流量の設定 貯留・遊水機能の確保
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○ 今回見直しを行う基準地点山手における基本高水のピーク流量4,200m3/sに対応するため、流域内の既存施設の有効活用により、山手地点において1,300m3/sの
洪水調節が可能であることを確認。

芦田川水系



○ 気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量4,200m3/s（基準地点山手）を、洪水調節施設等により1,300m3/s調節し、河道への配分
流量を山手地点において2,900m3/sとする。

河道と洪水調節施設等の配分流量
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河道と洪水調節施設等の配分流量

洪水調節施設等による調節流量については、流域の地形や土地利用

状況、雨水の保水・貯留・遊水機能の向上等、今後の具体的な取組状

況を踏まえ、基準地点のみならず流域全体の治水安全度向上のため、

具体的な施設計画等を今後検討していく。

河道への配分
流量（m3/s）

洪水調節施設によ
る調節流量

（m3/s）

基本高水のピーク
流量（m3/s）

基準地点

2,8007003,500山手

【現行】

【変更】

河道への配分
流量（m3/s）

洪水調節施設等によ
る調節流量（m3/s）

基本高水のピーク
流量（m3/s）

基準地点

2,9001,3004,200山手

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

現行

基本方針
変更

基本方針

流
量

将来の気候変動の
影響を反映

基準地点 山手

2,800

3,500

河道配分
流量

洪水調節流量

河道配分
流量

洪水調節流量

2,900

4,200

（m3/s）

芦田川計画高水流量図

洪水調節

※変更基本方針の洪水調節流量には、治水協定に基づく事前放流による効果量を含む

芦田川水系



○ 広島県による気候変動を踏まえた「広島県沿岸海岸保全計画」における条件との整合を図り、気候変動の影響により海面水位が上昇したとしても、手戻りのない
河川整備の観点から、河道配分流量を計画高水位以下で流下可能か確認を実施した。

○ 芦田川では、河道の流下能力の算定条件として、【推定潮位の朔望平均満潮位＋ピーク流量時偏差最大値＋密度差】により河口の出発水位設定しているが、
海面水位が上昇（広島県海岸保全基本計画の2℃上昇シナリオの39cm）した場合の潮位より算出した出発水位においても、高水敷の掘削等による河道整備に
よって計画高水流量をH.W.L以下で流下可能であることを確認した。

○ 今後、河川整備にあたっては、海岸管理者が策定した海岸保全基本計画と整合を図りながら、河川整備計画等に基づき対応していく。

気候変動を考慮した河口出発水位設定

40

【気候変動による海面上昇について(ＩＰＣＣの試算)】

【芦田川における海面水位上昇が出発水位に与える影響】

■ 朔望平均満潮位による出発水位(気候変動による海面上昇考慮)を試算
①朔望平均満潮位＋洪水ピーク生起時最大偏差＋密度差：T.P.+2.54m=(T.P.+1.88m＋0.56m＋0.1m)

朔望平均満潮位 ＝T.P.+1.88m
洪水ピーク生起時最大偏差＝0.56m(S55.8.31洪水)
密度差 ＝0.1m

②広島県沿岸海岸保全基本計画における2℃上昇シナリオの気候変動による
水位上昇の平均値 ： 0.39m

③上記の①＋②：T.P.+2.54m ＋ 0.39m ＝ T.P.+2.93m

出発水位の考え方(芦田川) ※海面上昇の影響

T.P.+2.54m（0.0k地点）1:出発水位(現行計画)

T.P.+2.93m（0.0k地点）2:出発水位(海面水位上昇(+0.39m))

□IPCCのレポートでは、2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲は、
RCP2.6（2℃上昇に相当）で0.29-0.59m、RCP8.5 （4℃上昇に相当）で0.61-1.10mとされている。

□広島県沿岸海岸保全基本計画における2℃上昇シナリオの気候変動による水位上昇の平均値は
0.39mとされている。

芦田川水系
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④集水域・氾濫域における治水対策
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○ 福山市域では、平成30年7月豪雨を受け、「福山市域における浸水対策協議会」を設立
し、「平成30年7月豪雨による床上浸水を5か年でゼロ」を目標とした浸水対策が完了。

○ あらゆる関係者が協働し、河川整備だけでなく、流域内のため池の改良や貯留施設の
設置などの様々な対策、流域の貯留機能の向上等の取組を実施。

○ 今後、河道及び流域が一体となったハード・ソフト対策を進め、家屋を浸水被害から守
る。

④集水域・氾濫域における治水対策 ポイント
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芦田川水系



集水域・氾濫域における治水対策 森林整備、治山施設整備、防災教育等

43

○ 流域治水に資する森林の多面的な機能を維持、増進するために、間伐や植栽・造林等の森林整備を実施。

○ 出前講座を利用して、地域の防災リーダーへの防災情報の取得方法を学ぶ講習会を開催。災害時の迅速な対応のため、多機関連携水害タイムラインを策定。

国有林の保全（林野庁）

治山施設整備（林野庁）

間伐（林野庁）

造林（林野庁）

水源林整備、間伐（森林整備センター）

芦田川水系

出前講座を活用した講習会の開催（国）

多機関連携水害タイムラインの活用（国、福山市、関係公共機関、民間企業等）

平成30年7月豪雨を踏まえ、多機関連
携による防災行動の見える化を目的
とした「芦田川水害タイムライン」
を令和元年度出水期から運用
毎出水期後に関係機関が出水対応を
振り返り、改善等を実施

防災リーダー講習会（国交省） 学校の防災教育に対する支援（国交省）

森林の整備による保水力の強化や土砂流出の抑制（森林整備センター）



集水域・氾濫域における治水対策 福山市浸水対策強化実施計画（令和8年3月） 芦田川水系
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○ 福山市域では、平成30年7月豪雨による被害を受けて、浸水被害が発生した地域を対象に中期対策が完了した。

○ 全国でも発生している線状降水帯や大型台風、集中豪雨などによるさまざまな被害に対応するため、福山市全域を対象に、施設ごとの整備対象降雨や短時間
の集中豪雨に対しても床上浸水被害の発生を防止するため、浸水対策を強化する計画を策定し、取り組みを進めている。

福山市浸水対策強化実施計画（福山市）



雨水貯留施設の整備（福山市）

集水域・氾濫域における治水対策 雨水貯留施設・排水施設 芦田川水系
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○ 広島県、福山市、土地改良区の関係者が連携し、河道流下能力を向上させる河川整備や排水機場の新設、増設の他、農業用関連施設を活用して雨水貯留機能
を持たせるための整備などの実施している。

ため池（丙里池）の排水機能の改良（福山市）

ため池（正藤池）の排水機能の改良（福山市）

ため池（南光池）の排水機能の改良（福山市）

雨水貯留施設（福山市）

排水ポンプの増設と調整池の増設（広島県）

A－A’断面

福山市みらい創造ゾーン多目的広場

雨水排水の貯留機能を持った多目的広場を整備

A

A’

芦田川

2号調整池

千代田地区
かわまちづくり

1号調整池

排水ポンプの整備、調整池の設置（広島県）

農業用ため池の改良による流出抑制（福山市・土地改良区）



⑤河川環境・河川利用についての検討
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○ 動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境へ
の影響について把握を行う。

○ 芦田川では河道掘削等の河川整備が必要となるが、整備の実施にあたっては、上下流一律で画
一的な河道形状を避ける等の工夫を行い、芦田川水系の動植物の良好な生息・生育・繁殖環境
や芦田川特有の種であり、河川をダイナミックに移動して生活史を形成している昆虫類の生息環
境の保全・創出を図る。

○ 動植物に関する近年の調査結果や蓄積したデータを踏まえ、河川の各区間での動植物の生息・
生育・繁殖環境の保全・創出の方針、外来種への対応を明確化する。あわせて生態系ネットワー
クの形成を推進する。

○ 人と河川との豊かなふれあいの場を確保すべく、自然とのふれあい、歴史、文化、環境の学習が
できる場などの市民の利活用の場等の整備と保全を図る。また、芦田川かわまち広場のように河
川利用に関する多様なニーズを反映するなど、街づくりと連携した川づくりを推進する。

○ 流水の正常な機能を維持するため必要な流量（正常流量）は、平成16年度の現行の基本方針策
定時から近年にかけての流量データ等に大きな変化は見られないこと、また、動植物の生息地又
は生育地の状況、景観、水質等に関する検討を行った結果、山手地点において概ね1.2m3/sであ
ることから、前回方針策定時から変更しない。

⑤河川環境・河川利用について ポイント
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芦田川水系



○ 魚類や鳥類の経年的な確認種数は増加傾向にある。
○ 植物群落は、平成25年以降、一年生草本群落、多年生広葉草本群落及びヨシ群落が増加傾向にある。
○ 芦田川大臣管理区間の代表地点の年平均気温は、福山観測所において昭和57年から令和6年までの42年間で約2.5℃上昇している。
○ 年平均水温（全地点平均）は昭和57年から令和6年の42年間で約1.4℃の上昇が見られる。
○ 水温、動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響を把握する。

動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境等の変遷
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一年生草本群落、多年生広葉草本群落及びヨシ群落が増加

※グラフ内の数字の単位はha
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芦田川水系
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早瀬及び淵の面積の経年変化

瀬淵環境を主な生息場とする種の個体数経年変化

※河川水辺の国勢調査（魚類： H3・H8・H13・H18・H23・H28・R3 ）
を整理。

※個体数は、中上流域で確認された個体数の合計を示す。各年
の調査地区の位置は上段のグラフに青枠で示すとおりである。

【調査方法】
・調査は各年2回実施（夏季・秋季）。

・調査地区内の早瀬、平瀬、淵、湛水域等を以下の
表に示す手法により調査。

※調査は河川水辺の国勢調査マニュアルに準じて
実施。

調査手法 H3 H8 H13 H18 H23 H28 R3

投網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タモ網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
定置網 ○ ○ ○
刺網 ○ ○ ○ ○ ○ ○
サデ網 ○ ○ ○ ○
はえなわ ○ ○ ○ ○ ○
どう ○ ○
カゴ網 ○ ○ ○ ○
潜水捕獲 ○ ○ ○ ○ ○
電撃捕漁器 ○ ○

アユ アカザ

ヌマムツ

25 26 27 28

 8.早瀬面積(ha)

 8.淵面積(ha)

0

2

2

0

2

※河川環境経年変化シートより、直近15年間の変化を整理。

中上流域の早瀬面積はほとんど変化していない一方で、淵面積は増加傾向が確認。

魚類（H3～R3）

カワムツ

○ 中上流域（25.0k～29.0k）では、早瀬の面積に大きな変化はなく、淵面積は増加傾向にあった。
○ 淵環境を主な生息場とするカワムツの個体数は平成24年以降、増加傾向が確認された。一方、アユ、アカザ及びヌマムツは、これまでの確認個体数が少ないこ

とから、個体数の経年変化に係る傾向は明確ではない。
○ 重要種の生息場となる瀬淵環境の保全・創出を図り、河川環境の変化に応じた対応を行う。



河川環境の整備と保全 現状分析と目標設定：中上流域 【25k～28k】

距離標（空間単位：1km） 25 26 27 28

大セグメント区分 セグメント1

河川環境区分 区分4

1. 低・中茎草地 △ ○

2. 河辺性の樹林･河畔林 △ ○ △ ○

3. 自然裸地 ○ ○ △ △

4. 外来植物生育地 × × △ △

5. 水生植物帯 ○ △

6. 水際の自然度 ○ ○ ○ △

7. 水際の複雑さ △ ○ ○ △

8. 連続する瀬と淵 ○ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ △ ○ △

10. 湛水域 × × △

11. 干潟 - - - -

12. ヨシ原 - - - -

3 4 4 1

典
型

性

陸
域

水
際
域

水

域

汽
水

生息場の多様性の評価値

距離標（空間単位：1km） 25 26 27 28

1. 低・中茎草地 ○ ○

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ ○ ○ ○

域 3. 自然裸地 ○ ○ △ △

4. 外来植物生育地 × △ △ △

水 5. 水生植物帯 △ △

際 6. 水際の自然度 ○ ○ ○ △

域 7. 水際の複雑さ ○ ○ ○ △

8. 連続する瀬と淵 △ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ △ ○ △

10. 湛水域 × × △

汽 11. 干潟 - - - -

水 12. ヨシ原 - - - -

礫河原の植生域

湧水地

海浜植生帯 - - - -

塩沼湿地 - - - -

生息場の多様性の評価値 4 5 5 1

典
型

性

特
殊

性

水

域

○ 芦田川区分4（25k～28k）は中上流域であり、礫河原や瀬淵が連続する典型的な中流河川の形態をしており、アユ、ヌマムツ等の魚類が生息している。
○ 河川敷には、ノイバラ等の低木林が広く分布し、ヤナギ林やヤマグワ群落が点在している。また、出口川合流部にはワンドが確認されており、その周辺には多

様な植生が分布している。

○ 回遊魚のアユやニホンウナギ、純淡水魚のカワムツ、アカザ等が確認されている。また、流れの緩やか
な場所ではカワヒガイやヌマムツが確認されている。

○ 河川や細流などに棲むヒラマキミズマイマイや、テナガエビ等が確認されている。
○ 礫河原を営巣地として利用するコチドリやイカルチドリ等が確認されている。また、イワツバメの集団繁

殖地や、ヒドリガモ等カモ類の集団越冬地も確認されている。

環
境
概
要

○ コチドリやイカルチドリ等が営巣地として利用する礫河原やアユ、アカザ、ヌマムツ等の生息場となる
瀬淵環境や緩流部を保全・創出する。

○ アユ等の回遊魚が遡上・降下できるよう、横断工作物等の魚道改良などにより縦断連続性を確保す
る。

環
境
保
全

・創
出

代表区間の選定

生息場の多様性の評価
（大セグメントの中央値に基づき評価）

生物との関わりの強さの評価

河川環境区分（セグメント形成要因）

生物の生息場の分布状況
（全川の中央値に基づき評価）

ニホンウナギ ヌマムツ イカルチドリ
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【鳥類の集団分布地（H31） 凡例】

：カモ類の集団越冬地

：イワツバメの集団繁殖地

距離標（空間単位：1km） 25 26 27 28

大セグメント区分 セグメント1
河川環境区分 区分4

魚類（R2） 2

底生動物（R4） 5

植物（H30）

鳥類（H31） 2 2 1

両・爬・哺（H27）

陸上昆虫類（R3）

重要種全体合計 2 2 8 0

ニホンウナギ 1

#N/A #N/A #N/A #N/A

ヤリタナゴ 0

○ △ ○ △

オイカワ 267

○ ○ ○

アユ 9

○ ○ ○

オオタカ 0 0 0 0

△ ○ △ ○

イカルチドリ 0 2 0 0

○ ○ △ △

オオヨシキリ 1 0 3 0

○ △

生物との関わりの強さの評価値 5 4 3 1

連続する瀬と淵

生物との関わりの強さ

に関するコメント

特

徴

づ

け

る

種

（
注

目

種

）
の

個

体

数

と

依

存

す

る

生

息

場

重
要
種
数

注目種は河川整備計画案に従い選

定。また、中流区間の特徴的な環境で

ある交互に連続する瀬と淵、中洲や寄

洲に成立する裸地や草地に着目。

鳥
類

ワンド･たまり

連続する瀬と淵

河辺性の樹林･河畔林

自然裸地

水生植物帯

指標性低い

魚
類

距離標（空間単位：1km） 25 26 27 28

河川環境区分 区分4

生息場の多様性の評価値 3 4 4 1

生物との関わりの強さの評価値 5 4 3 1

代表区間候補の抽出 B B B

候補の抽出理由

視点場の有無 ○ ○ ○ ○

代表区間の選定結果 ★
27-28kには、瀬淵が存在し、他のB
評価の区間に存在する湛水域が当
該区間には存在しない。また、ヨシ・
セイタカヨシ群落は成立していない
が、準ずるツルヨシ群落は成立して
いる等、良好な環境が存在してい
る。
さらに、27.6-27.7kは巨石が環状に
置かれていることで安定したワンド
が成立している。27.7-28.0kはみお
筋が複数に分かれ、その間の中洲
には河畔林が成立していることで水
際の自然度・複雑さの程度が高い。

選定理由

B：評価値の一方
が1位

芦田川水系



河川環境の整備と保全 環境の目標設定 芦田川水系

【現状】
• 芦田川河口堰により淡水がほとんど流入しないため海域とも言える環境で、水呑漁港(右岸)の下流側に広い泥質の干潟が存在している。
• 干潟には、スナガニ、ハクセンシオマネキ、トビハゼ等の干潟特有の生物が多く生息している。

【目標】（基本方針本文）（案）
• 瀬戸内海で減少傾向にあるスナガニやハクセンシオマネキ、トビハゼ等の干潟特有の種が生息する干潟の保全を図る。

現状分析結果と目標設定【区分1：芦田川 河口域】

現状分析結果と目標設定【区分2：芦田川 下流域（湛水区間・流水区間）】

現状分析結果と目標設定【区分3：芦田川 中下流域】

【現状】
• （湛水区間）瀬戸川合流点下流にはウェットランドが整備され、ヨシ等の水質浄化に寄与する植物が移植されており、カヤネズミやオオヨシキリ等が確認されている。また

、ヘラサギ等の水鳥やミナミメダカ、ヤリタナゴ等の止水を好む魚類が確認されている。
• （流水区間）流れが穏やかなため、砂礫の堆積による中州や寄州が発達し、オオヨシキリ等の鳥類の生息場となっている。また、ミナミメダカやタモロコ等の純淡水魚や

アユやニホンウナギ等の回遊魚が確認されている。
• 芦田川特有の重要な昆虫類として、湛水区間のウェットランドや流水区間の大渡橋周辺でナゴヤサナエやキイロヤマトンボが確認されている。

【目標】（基本方針本文）（案）
• （湛水区間）多くの動植物の生息・生育・繁殖場となっているウェットランドの保全、ヤリタナゴ、オオヨシキリ、ナゴヤサナエ等の多くの貴重な生物の生息場となる浅場環

境や水際植生帯の保全・創出を図る。
• （流水区間）ヤリタナゴ、オオヨシキリ、ナゴヤサナエ、キイロヤマトンボ等の多くの貴重な生物の生息場となる浅場環境や水際植生の保全・創出、アユ等の回遊魚が遡

上・降下できるよう、横断工作物等の魚道改良などにより縦断連続性を確保する。

【現状】
• 河床勾配が大きくなり、瀬や淵が見られるようになる区間であり、オイカワやアユ、ヤリタナゴ等多様な魚類の生息場が存在する。
• 水際部でミゾコウジュやカワヂシャ等が確認されている。
• 芦田川特有の重要な昆虫類として、福戸橋周辺でキイロヤマトンボが確認されている。
• 礫河原が発達しており、礫河原を営巣地として利用するコチドリやイカルチドリ等が確認されている。また、ダイサギ等サギ類の集団採餌地・ねぐらや、ヒドリガモ等カモ

類の集団越冬地も確認されている。

【目標】（基本方針本文）（案）
• ヤリタナゴやキイロヤマトンボ等の貴重な生物の生息場となる浅場環境や水際植生帯の保全・創出、コチドリやイカルチドリ等が営巣地として利用する礫河原や瀬淵環

境の保全・創出、アユ等の回遊魚が遡上・降下できるよう縦断連続性の確保を図る。
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河川環境の整備と保全 環境の目標設定 芦田川水系
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現状分析結果と目標設定【区分4：芦田川 中上流域】

現状分析結果と目標設定【区分5：芦田川 上流域】

現状分析結果と目標設定【区分6：支川高屋川】

【現状】
• 礫河原や瀬淵が連続する典型的な中流河川の形態をしており、アユやアカザ、カワムツ等の魚類が生息している。また、流れの緩やかな場所ではカワヒガイやヌマムツ

が確認されている。
• 河川の中流域から上流域で多く見られるコチドリやイカルチドリ等が確認されている。また、イワツバメの集団繁殖地や、ヒドリガモ等カモ類の集団越冬地も確認されてい

る。

【目標】（基本方針本文）（案）
• コチドリやイカルチドリ等が営巣地として利用する礫河原やアユ、アカザ、ヌマムツ、カワムツ等の生息場となる瀬淵環境や緩流部の保全・創出、アユ等の回遊魚が遡

上・降下できるよう縦断連続性の確保を図る。

【現状】
• 上流域であり、29k～31k付近は河道幅が狭まり平瀬、早瀬、淵が連続している。河原には、ツルヨシ等の高茎草本群落、ヤナギ等の樹林、ハチク等の竹林がパッチ状

に分布し、植生が多様となっている。
• 38.6k左岸で阿字川、40.4k右岸で諸田川が合流し、流れの速い早瀬と淵が連続している。河原にはツルヨシが広く分布し、ネコヤナギやサワヒメスゲ等の渓流環境を特

徴づける植物が分布している。
• 山地河川の様相となり、回遊魚のアユやニホンウナギ、純淡水魚のカワムツ、アカザ等が確認されている。43k区間は過去にオヤニラミ等が確認されていたが、現在は

確認されなくなっている。

【目標】（基本方針本文）（案）
• アユやアカザ等、多くの魚類の生息場となる水際植物帯や瀬淵環境の保全・創出、アユ等の回遊魚が遡上・降下できるよう縦断連続性の確保を図る。

【現状】
• 全体的に浅く緩く広く流れるため、平瀬となっている区間が多いが、中州の周辺では澪筋が絞られて、流れがやや早くなっている。寄州や中州を縫うよう澪筋が蛇行して

おり、水際部ではタコノアシ等の重要種を含めた水際植生が広く分布し、緩流域の環境を好む水生生物の重要な生息場となっている。
• 回遊魚のニホンウナギやゴクラクハゼ、純淡水魚のヤリタナゴやタモロコ等の魚類、河川を利用するイソシギや、イワツバメやヒドリガモの集団分布地が確認されている。
• 流れの緩やかな緩流区間であり、ヨシ等の高茎草本に依存するオオヨシキリや湿性草地に依存するヒクイナ等の草原性の鳥類が多く確認されている。

【目標】（基本方針本文）（案）
• ヤリタナゴやタモロコ、オオヨシキリ等多くの魚類や鳥類の生息場となる浅場環境や水際植生帯の保全・創出を図る。



掘削高や形状を工夫し、
浅場や水際植生帯を保全・創出

ウェットランドを保全

浅場造成

スライドダウン掘削

芦田川における治水と環境の両立を目指した掘削

53

芦田川における良好な環境を有する区間（芦田川 7.0k付近）

掘削場所における環境の保全・創出イメージ（芦田川 6.0k付近）

河道掘削にあたっては 平水位に限らず目標とする生態系に応じて掘削深や形状を工
夫するとともに、河川が有している自然の復元力を活用する。

ヨシ原が形成され、水質浄化に寄与し多くの生物の生息場となるウェットランドは掘削
を行わずに保全する。

ウェットランド上に
形成されたヨシ原

オオヨシキリ等が利用する
保全された中州

水際の自然度が向上するよう、浅場や水際植生帯を保全・創出する。

芦田川水系

【現行（H16.6）】

【変更（案）】

芦田川計画高水流量図

○ 芦田川においては、基本高水ピーク流量は現行のピーク流量に対して増加し、既設ダムの有効活用等の洪水調節施設によって、河道配分流量は府中地点では
現行基本方針と同じ1,800m3/s、基準地点である山手地点では2,900m3/s（現行＋100m3/s）となる。

○ 河道掘削を実施する区間は、スライドダウン掘削により元の形状に近い形で整備するとともに、緩傾斜掘削等により、良好な水際環境の創出を図る。
また、掘削後もモニタリングを踏まえた対応を行う。

河道への配分
流量（m3/s）

洪水調節施設に
よる調節流量

（m3/s）

基本高水のピー
ク流量（m3/s）

基準地点

2,8007003,500山手

河道への配分
流量（m3/s）

洪水調節施設等に
よる調節流量

（m3/s）

基本高水のピー
ク流量（m3/s）

基準地点

2,9001,3004,200山手



河川環境の整備と保全 外来種への対応

○ 外来種が優占する植物群落の面積は、近年横ばいで推移している。平成30～令和5年ではセイバンモロコシ群落が増加、シナダレスズメガヤ群落が減少した。

○ 芦田川水系の特定外来生物は、オオクチバス・ウシガエル・オオフサモ等が確認されている。
○ 特定外来生物の生息・生育が確認された場合は、在来種への影響を軽減できるよう関係機関等と迅速に情報共有する等の連携により適切な対応を行う。

特定外来生物の確認状況

河川水辺の国勢調査の調査年度
種名

R3H28H23H18H13H8H3

○○○○カダヤシ

○○○○○○○ブルーギル

○○○○○○○オオクチバス

■魚類
• 小型の個体も確認されており、芦田川で繁殖

も行われているものと考えられる。

外来魚駆除の実施状況（八田原ダム）

• 八田原ダムでは、外来魚の低密度管理に向けて、外来種駆除に関する調査・検討を実施している。

電気ショッカーボートと駆除作業

オオクチバス及びブルーギルの捕獲個体
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芦田川水系

河川水辺の国勢調査の調査年度
種名分類

R4H29H27H24H19H17H16H13H8H7H3

○○○○ウシガエル両生類

○○○○ミシシッピアカミミガメ爬虫類

○○○○ヌートリア哺乳類

○○○○○○○アメリカザリガニ底生動物

■動物（魚類以外）

■植物
• 特定外来生物防除実施者証明書を交付し、除草作

業等とあわせて外来植物の駆除を実施している。

外来植物群落（赤字：特定外来生物）

外来植物群落面積の経年変化

面積
割合

浮葉植物群落

一年生草本
群落

多年生広葉
草本群落

単子葉草本
群落

落葉広葉樹林

植林地(竹林)

植林地(その他)

72.0 89.7 93.6
外来植物群落の面積(ha)

沈水植物群落

河川水辺の国勢調査の調査年度
種名

R5H30H20H14H10H5

○ボタンウキクサ

○○○○○○オオフサモ

○○○○○○アレチウリ

○○○○オオカワヂシャ

○○○オオキンケイギク

○ブラジルチドメグサ



河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成 芦田川水系

地域の環境保全活動

世羅町におけるギフチョウの保全
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６．世羅町にて、地域住民と連携し

たギフチョウの保全及びダルマガエ

ルの域外保全が実施されている 。

5．コウノトリの飛来・繁殖地

スイゲンゼニタナゴやナゴヤダルマガエルの保全活動を

実施しつつ、世羅町や保全地域協議会などで実施されて

いるコウノトリの飛来・繁殖の保全活動との連携を行う。

※繁殖は世羅町のみ

６．尾道市御調町にて、ゲンゴロウ

の保全が実施されており、ゲンゴロ

ウの名を冠した銘柄米による農業活

性化等につながっている。

凡例（生態系ネットワークの類型）
1. 縦断方向のネットワーク
2. 横断方向のネットワーク
3. 垂直方向のネットワーク
4. 流域内のネットワーク
5. 流域をまたぐネットワーク
6. 川と人々のつながり 御調町におけるゲンゴロウの保全

６．稚魚放流（シラスウナギ等）

のイベントでは生物の生活史に

関する環境学習を実施

６．湛水区間では、トライアスロンやボート

などのウォータースポーツ、花火大会が開

催されるなど、良好な水質を有する水面を

活用した親水活動が行われている。

生態系ネットワークの類型ごとの分析

○ 芦田川河口堰などに魚道を整備したことで、回遊魚の遡上が確認され、部分的に縦断方向のネットワークが形成されている。流域内のネットワークの観点からは、支川も
含めて移動する重要種であるナゴヤサナエ等の生物も見られる。また、コウノトリの飛来・繁殖が確認されており、水系をまたぐネットワークが形成されている。加えて、環
境学習等のイベントによる地域活性化やにぎわいを創出している。

○ 一方で、中上流部においては、横断工作物によって縦断的な連続性が確保されていない箇所があるほか、横断方向の落差の解消が必要な樋門･樋管等も存在している。
○ 芦田川流域においては、魚道の設置、改良や、樋門･樋管等の落差解消等の取組を行い、今後も河川を基軸とした生態系ネットワークの形成に着目し、上下流や支川、流

入水路等との連続性を維持・確保する。
○ 地域住民や自治体等と連携・調整を行い、生態系ネットワークを活用した環境学習の場の創出や地域振興に資する取組を行っていく。

河川内での生物の生息環境の整備

環境学習の場の創出、地域振興・経済活性化

魚道改良で連続性を再生 樋門の落差解消で連続性を再生

小わざ魚道の
設置や魚道内の
通水量調節、
乱流・剥離流の
解消等により、
遡上環境を改善

整備前

ダルマガエルに配慮した稲作で
収穫した地域特産米の販売

水辺の学び舎の
生きもの調査

湛水区間で
トライアスロン大会を開催

樋門・樋管の
落差を解消し、
本川と用水路を
行き来できる
ように改善

整備前

整備イメージ
出典：豊岡河川国道事務所HP

コウノトリビオトープ
整備体験イベント

せら夢公園webサイトより

整備イメージ
出典：令和2年 全国多自然川づくり

会議資料を一部加工

２．横断方向（樋門・樋管等の落差）

落差あり

落差なし

１．縦断方向（横断工作物）
魚道あり・遡上可能

魚道なし・遡上可能
魚道あるが遡上しにくい
魚道あるが遡上不可
魚道なし・遡上不可

4．支川も含めて移動するナゴヤサナエ等の生活史の循

環に配慮し、他の河川管理者・地域と連携し、多様な生

物の生息・生育・繁殖場としての水系網を形成する。

２．魚類等が本川と水路等を移動できない。

・落差の解消が必要な樋門・樋管等について、

中長期的に横断連続性を再生する。

・タナゴ類、ドジョウ、カエル等の生息・繁殖環

境を整えることにより流域環境のボトムアップ

１．横断工作物でアユ等回遊魚の遡上が困難

・魚道の設置、改良により縦断連続性を確保



多面的な機能を有するグリーンインフラの整備や活用に関する取組 芦田川水系

湛水区間の水際部に
浅場や水際植生帯を創出

ウェットランドの整備

八田原ダム

河口域
(0.0-1.3k)

湛水区間
(1.3k-9.3k)

下流区間
(9.3k-14.8k)

中流区間
(14.8k-30.9k)

上流区間
(30.9k-43.0k)

凡例（生態系ネットワークの類型）
1. 縦断方向のネットワーク
2. 横断方向のネットワーク
3. 垂直方向のネットワーク
4. 流域内のネットワーク
5. 流域をまたぐネットワーク
6. 川と人々のつながり

2005年
整備前

2024年
完成後
９年目

○ 治水対策として実施する河道掘削等に際して、アユ・アカザ等の魚類の生息場・繁殖場となる瀬淵環境、ナゴヤサナエ等の昆虫類やオオヨシキリ等の鳥類の生息場・繁
殖場となる水際植物帯や浅場環境、コチドリやイカルチドリ等が営巣地として利用する礫河原、多くの動植物の生息・生育・繁殖場となっているウェットランドを、生態系ネ
ットワークの形成に寄与するグリーンインフラとして保全・創出する。

○ 生態系ネットワークの形成にあたっては、関係機関との連携により、水田・森林・ため池など流域全体における自然環境をグリーンインフラとして保全・創出する取組を推
進する。 

○ また、まちづくりや地域活動との連携を通じて、保水・遊水機能の発揮や、水辺の利活用、地域の魅力の向上、安全で質の高い生活環境の形成など、グリーンインフラの
多面的な機能を活用した地域づくりを推進する。

生態系ネットワークの形成に寄与するグリーンインフラの整備や活用の取組事例
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ウェットランドの整備・保全
（多様な水際環境を創出す
ると共に、水質改善に寄与）

堰の改築及び河道掘削
（親水性を確保）

※詳細な整備の内容については、今後の河川整備計画の変更の過程等で引き続き検討

水資源保全
（水量調節・水質浄化、

など）

文化・経済的基盤
（歴史・文化・利活用・
生業・経済活動など）

雨水・流水の貯留・浸透
（浸水・氾濫の防止・

軽減）

生物の生息基盤
（生物多様性の保全）

○（副次的機能）○（副次的機能）○（副次的機能）◎（主要機能）

河川環境管理シートのハビタット分類
低・中茎草地、河辺性の樹林・河畔林、自然裸地（砂
礫河原）、水生植物帯、水際の自然度、水際の複雑さ、
瀬淵、ワンド・たまり、干潟、ヨシ原

○（副次的機能）○（副次的機能）◎（主要機能）○（副次的機能）霞堤、遊水地、水害防備林、ダム湖など

○（副次的機能）◎（主要機能）○（副次的機能）○（副次的機能）水面、水際、高水敷（公園、農地等）
（人が河川と関わりを持つ場）

河川管理者が主体的に取り組むグリーンインフラと多面的な機能の対応

河川管理者の
取組

グリーンインフラの
多面的機能

浅場環境を創出
（ナゴヤサナエ等の
生息場を保全・創出）

多様な水際環境の創出、
淵や河畔林の保全
（当該環境を保全・創出）

多様な水際環境の創出、
ワンド・たまりの保全
（当該環境を保全・創出）

多様な水際環境の創出、
河畔林の保全
（当該環境を保全・創出）

千代田地区かわまちづくり

上下流の連続性の確保
（横断工作物への魚道の設置・
改良により、アユ等の回遊魚の
遡上を確保）

流入水路との連続性の確保
（樋門・樋管改築等に際して、タ
ナゴ類、ドジョウ、カエル類等が
本川と用水路を行き来できるよう
に改善）



⑥総合的な土砂管理
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○ 山地領域では、総体的に風化しやすい花崗岩に覆われているため、平成30年7月豪雨
において土石流やがけ崩れが多数発生しており、広島県により砂防堰堤等の整備が実
施されている。また、林野庁、広島県、森林整備センターにより、治山施設整備や森林
事業が実施されている。

○ ダム領域では、多目的ダムが7箇所、治水ダムが1箇所、農業用ダムが3箇所あるが、
大半のダムで計画堆砂量を下回っているが、三川ダムでは計画に対し土砂堆積が進
行している。

○ 河道領域では、河道改修や出水等により一時的な河床変動は見られるが、全体として
は変動量が少ない。また、部分的に洗掘・堆積が生じており二極化が進行している箇所
もある。

○ 河口・海岸領域では、芦田川河口堰や八田原ダム建設後も汀線については現在まで
大きな変化はない。

○ 以上より、芦田川では総合的な土砂管理として、今後さらなる河道掘削などを進めるに
あたり、洪水の安全な流下、河床堆積に伴う二極化等に留意し、引き続きモニタリング
を実施し、適切な河道管理にフィードバックする等、水系一環の土砂管理に取り組んで
いく。

⑥総合的な土砂管理 ポイント
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芦田川水系



総合的な土砂管理 流域の概要 芦田川水系
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○ 山地領域では、広島県により砂防堰堤等の整備が実施されており、林野庁、広島県、森林整備センターにより、治山施設・森林整備も実施されている。

○ ダム領域では、大半のダムで計画堆砂量を下回っているが、三川ダムでは計画に対し土砂堆積が進行している。

○ 河道領域では、河道改修や出水等により一時的な河床変動は見られるが、全体としては変動量が少ない。また、部分的に洗掘・堆積が生じており二極化が進行
している箇所もある。

○ 河口・海岸領域では、芦田川河口堰や八田原ダム建設後も大きな変化はない。

流域図

• 総体的に風化しやすい花崗岩に覆われている。
• 流域内では、広島県により砂防施設の整備が

実施されている。
• 林野庁、広島県、森林整備センターにより、治

山施設や森林整備が実施されている。
• 流域には、11基のダムが存在し、三川ダムで

は計画堆砂量を上回っている。

山地・ダム領域

• 河道については、全体的に河床変動量が小さ
いが、一部区間では二極化が進行している。

• 河床材料については、上流区間で粗粒化の傾
向があるが、下流区間では構成材料に大きな
変化はない。

河道領域

• 左岸は埋め立て地、右岸は山が迫る崖地形の
ため、河口堰や八田原ダム建設後も汀線の変
化は大きくは見られない。

河口・海岸領域

河口・海岸領域

山地・ダム領域

河道領域



総合的な土砂管理 山地・ダム領域の状況
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山地領域の状況

○ 芦田川流域は、江戸時代より砂防事業が計画的に実施されてきたが、大正以降では、平成30年7月豪雨の際に土石流やがけ崩れが多数発生した。

○ 広島県では、土砂災害危険渓流近くにある保全対象を守るため、砂防堰堤や渓流保全工等の整備等、砂防事業が進められている。

○ ダムの堆砂状況について、三川ダムでは計画堆砂量を上回って推移しており、施設の機能に支障を及ぼさないよう定期的な浚渫を実施している。

芦田川水系

ダム領域の状況

平成30年7月洪水後の広島県による整備例

歴史的な砂防事業
堂々川砂留

芦田川流域内の砂防堰堤位置図

八田原ダム
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土砂堆積により取水
に支障を及ぼす可能
性がある場合には堆
積土砂の撤去を行っ
ている。

R7年度、三川ダム堆積土浚渫工事の様子

三川ダム

山復工 谷止工

平成30年7月豪雨時の被災状況
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○ 芦田川水系では、国、県、市町村等から構成される「芦田川流域治水協議会」を設置し、
これまでに7回協議会を開催し、関係者間の連携を図りながら、流域治水を推進してい
る。

○ 令和3年3月に芦田川水系流域治水プロジェクトを策定し、雨水貯留施設や排水機場の
整備、各戸における止水板の設置、地域や学校を対象とした防災教育や防災知識の
普及など、幅広い対策を行い、流域治水の取組を実施中である。

○ 令和6年3月には、気候変動の影響による降水量の増大に対して、早期に防災・減災を
実現するため、流域のあらゆる関係者による、様々な手法を活用した対策の一層の充
実を図り、芦田川水系流域治水プロジェクト2.0を策定した。

⑦流域治水の推進 ポイント
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●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• ダムの効果的・効率的な運用
• 浸水想定区域図、ハザードマップ等の作成・周知等
• タイムラインの作成、周知等
• 防災教育や防災知識の普及
• より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化
• 避難行動、水防活動、排水活動に資する水防資機材の配備
• 排水計画（案）の作成および排水訓練の実施
• 基準水位の見直し
• 堤防における浸透・侵食に関する重点監視
• 防災ステ－ションの整備
• インフラDXにおける新技術の活用
• まちづくりとの連携（防災拠点の整備）
• MIZBEステーション（防災×賑わい創出）の調査・検討
• マイタイムラインの作成支援
• 要配慮者利用施設の避難確保計画の作成
• 民間企業におけるＢＣＰ作成支援 等

○ 芦田川水系では、気候変動による水害リスクの増大に備えるため、河川・下水道管理者等が行う治水対策に加え、あらゆる関係者が協働して流域全体で水害
を軽減させる治水対策を計画的に推進するため、「芦田川流域治水協議会」を設置。

○ 協議会での議論を踏まえ、令和3年3月に「芦田川水系流域治水プロジェクト」を策定。国、県、市町等が連携して「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「
被害対象を減少させるための対策」、「被害の軽減、早期の復旧・復興のための施策」を実施していくことで、社会経済被害の最小化を目指す。

流域治水に係る取組 【芦田川水系流域治水プロジェクト】（開催状況）
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芦田川流域治水協議会の開催状況 芦田川水系 流域プロジェクトの内容

出席者議題日時

福山市、府中市、世羅町

広島県（林業課、森林保全課、農業基盤課、 東部
建設事務所、東部建設事務所三原支所）

農林水産省 中国四国農政局
中国土地改良調査管理事務所

林野庁近畿中国森林管理局 広島森林管理署

国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林整備センター 広島水源林整備事務所

気象庁 広島地方気象台

国土交通省中国地方整備局 福山河川国道事務所
国土交通省中国地方整備局 八田原ダム管理所

• 規約について
• 流域治水プロジェクト中間とりまとめについて
• 芦田川流域治水プロジェクト（案）について
• 減災対策協議会の取組について

令和2年9月30日第1回

令和2年度

• 芦田川水系流域治水プロジェクト
• 主な対策の概要

令和3年3月15日
（書面開催）

第2回

• 規約の改正について
• 芦田川水系流域治水プロジェクト（案）について
• 流域治水の具体的な取組
• 流域治水対策の推進について

令和4年3月16日第3回令和3年度

• 規約の改正について
• 芦田川水系流域治水プロジェクト（案）について
• 流域治水の具体的な取組
• 「MIZBEステーション」の紹介
• 「ハイブリッドダム」の取組の紹介

令和5年6月9日第4回

令和5年度

• 芦田川水系流域治水プロジェクト2.0（案）
令和6年3月1日

（書面開催）
第5回

• 芦田川水系流域治水プロジェクト2.0
• 流域治水の具体的な取組
• 流域治水の広報の取組について

令和6年7月3日第6回令和6年度

• 規約の改正について
• 芦田川水系流域治水プロジェクト2.0 について
• 流域治水の具体的な取組
• 流域治水及び流域治水プロジェクトの広報につ

いて

令和7年6月6日
(対面＋WEB開催)

第7回令和7年度

令和7年度 第7回 芦田川水系流域治水協議会の様子

（対面&WEB形式にて実施）

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
• 河道掘削、堤防整備、橋梁架替、浸透対策、排水機場整備 等
• 洪水調節機能増強の調査・検討
• 雨水管渠整備
• 雨水の流出抑制に関する検討
• 砂防堰堤等の整備
• 普通河川の河道掘削
• ため池を活用した雨水貯留施設整備
• 水路改修・浚渫
• 森林整備、治山施設整備、農地等の保全
• 利水ダム等11ダムにおける事前放流等の実施・体制構築
• 改修又は廃止する農業用ため池について活用を推進
• 特定都市河川の指定に向けた検討

●被害対象を減少させるための対策
• 立地適正化計画における防災指針の作成
• 防災・減災のための住まい方や土地利用の推進
• 止水板の設置補助

芦田川水系



芦田川水系流域治水プロジェクト
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○ 近年の気候変動の影響による水害の頻発化・激甚化を踏まえ治水対策を抜本的に強化するため、芦田川水系流域治水協議会が設立され、令和3年（2021年）
3月に「芦田川水系流域治水プロジェクト」を策定・公表し、その後、流域治水の取組を更に加速化・深化させるため、令和6年（2024年）3月に「芦田川水系流域
治水プロジェクト2.0」への更新を行った。

○ 流域治水プロジェクトを進めるにあたっては、多様な機能を有する流域内の自然環境をグリーンインフラとして活用し、治水対策における多自然川づくりや自然
環境の保全・再生、川を活かしたまちづくり等の取組により、水害リスクの低減に加え、生態系ネットワークの形成や魅力ある地域づくり等に取り組んでいる。

※河川環境に係る取組については前掲の「多面的な機能を有するグリーンインフラの整備や活用に関する取組」参照


